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深谷市は、首都圏のベッドタウンとして、また

県北部の中核都市として、刻々とその姿を変えつ

つあります。しかし同時に、県内打数の生産高を

誇る一人農産地帯でもあります。この深谷の地が

北の利根川、南の荒川という 2つの大河の創造物

であることの何よりの証と申せましょう。

この大地と川が生み出した自然の恵みを求め、

人々は太古よりこの地に集い、生活を営んできま

した。今回の発掘調査によって出現した縄文時代

中期から後期に亘る遺構や遺物は、はからずもそ

の生活の痕跡を私どもに示すこととなりました。

現代の深谷に住まう者の一人として、約4,000年

前に、やはりこの地を住処と定めた人々の姿が偲

ばれます。

調査終了後、この地にはマンションが誕生しま

す。深谷の地は、これからも多くの人々が住まう

場所となり、私ども自身が、過去の記樟となる時

が来るでしょう。その時、未来の人々に今日の私

どもの有様と共にこの様な過去の記憶を伝えてい

くことは、義務であり、また重大な責任でもあり

ます。そしてその時も、この股かな大地と川が現

在以上に美しい姿を保ち続けていることを願って

止みません。

最後に、調査実施に際して様々な便宜を図って

頂いた村本建設株式会社の閲係者の方々、調査中

御世話になりました地元の皆様に厚く御礼中し上

げ、序といたします。

平成 2年 3月

深谷市教育委員会

教育長鳥塚恵和男
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例 吾

1. 本書は、埼玉県深谷市大字上野台字御屋敷2,352番地外所在遺跡における、深谷ダイアパレス

マンション建設工事に伴う発掘調査報告書である。事業名は、小台遺跡第 4次発掘調査とした。

2. 発掘調杏は、事業者である村本建設株式会社より委託を受け、深谷市教育委員会が主体となっ

て実施した。現地発掘調査期間は昭和63年 5 月 12 日 ~7 月 13 日、調査面積は、約3,000面である。

3. 調査経費は、発掘調査原囚者である村本建設株式会社が負担した。

4. 本書の執筆、編集及び写真撮影は、古池晋禄が行った。

5. 挿図中の方位は座標北を示す。また、垂直図版における実測レベルは、特に注記の無い限り、

標高55.500mに統一した。なお、遺構の説明における数値は、確認面においてのものである。

6. 出土遺物は、深谷市教育委員会が保管している。

写真図版中に見られる遺物注記に報文中の遺構番号と一致しないものがあるが、これは現地調

査時のものであり、整理・報告書作成中に遺構番号の再整理を行ったものである。予めご『承頂

きたい。

調査主体者

事務局

調査担当者

調査参加者

発掘調査の組織

深谷市教育委員会教育長烏塚恵和男

教 育次長坂本幸一郎（昭和63年度）

飯島光武（平成元年度社会教育課長兼務）

深谷市教育委員会社会教育課課長飯島光武

課長補佐橋本征彦（昭和63年度）

須長欣．—~: (平成元年度）

文化財保設係長~ 田中島 功

主任関根広子

主事澤出晃越

深谷巾教育委員会社会教育課主事澤出晃越（確認調査）

主事占池晋禄（本調査）
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I. 発掘調査に至る経緯

深谷市は、埼玉県の北部に位罹し、利根川を挟んで群馬県と接する地域に広がっている。室町時

代には深谷上杉氏の拠点として、江戸時代には中山道や利根川水連の要衝として繁栄してきた一方

近代日本経済界の偉人であり、社会福祉事業等の推進者である渋沢栄ーを始めとした優れた人材を

輩出してきた。現在では県内第一位の農業生産地であると同時に、最も都市化の進行している地域

でもある。

今回の発掘調査対象である小台遺跡の所在する上野台周辺は、 JR高崎線深谷駅より徒歩約20分

という交通の便と、最近開発が著しい上柴地区に西接する市街化区域であるという状況も手伝って

その様な傾向が最も顕著に現れている地域の一つである。

昭和63年 3月、深谷市大字上野台字御屋敷2,352番地外におけるマンション建設計画が、事業者

である村本建設株式会社よりの照会によって明らかとなった。これを受けた深谷市教育委員会は、

当該地域周辺が縄文時代中期後半～後期初頭の大規模集落である可能性が極めて高い事から（註 1)、

翌 4月に確認調査を実施した。その結果、建設予定地の一部、約3,000rri勺こついて発掘調査の必要

が認められたため、市教育委員会は文化財保存事業の一環として本調査の実施を決定、埋蔵文化財

発掘調査通知書（昭和63年 5月11日付深教社発第441号）を提出し、調査準備に入った。

註 1 小台遺跡の発掘調査は、本報告書刊行時点 (1990年 3月）において、 5次にわたる調査が実施されて

いる（木報告は第4次発掘調査）。各調蒼の報告は下記の通りである。

小沢 国平 「深谷巾小台遺跡調査報告書」 深谷市教育委員会 1957 

蛭間真一他 「小台逍跡」 深谷市小台遺跡調査団 1979 

澤出 晃越 「小台逍跡（第 3次）」 深谷市教育委員会 1987 

古池晋禄 「小台遺跡（第 5次）」 深谷市教育委員会 1989 

II. 遺跡の地理的環境と周辺地域の歴史的環境（第 1 図•第 2 図）

深谷市の地形は、ほぼ南北に二分する事が出来る。北部の利根川中流低地を形成する妻沼低地、

南部の寄居町付近（標高約lOOm)を扇頂とする荒川扇状地の浸食面段丘である櫛挽台地である。

櫛挽台地は、高位面の櫛挽面（武蔵野II面に比定）と、低位面の寄居面（一部は御稜威ケ原面、立

川面に比定）の二段丘面より構成されている。両者は、中央部をほぼ東西に走る JR高崎線付近を

境界とする。両段丘面と低地部の標高は、境昇面付近で櫛挽面40-45m、寄居面32-35m、妻沼低

地部で30-35mを測る。両段丘面は、低地との比高差 5-2om C櫛挽面）、及び 2-5m(寄居面）

を以て接している。櫛挽面北端部付近に残丘状の小丘陵である仙元山（標高98m)が存在するもの

の、台地面卜はほぼ平坦である。

小台遺跡は、櫛挽台地櫛挽面L、北東端部を北東方向に流れる小河川である唐沢川の北岸上に所
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在し、大字上野台地内東端部に推定20ha以上の範囲に広がっている。今回の発掘調査地は、唐沢

川の北西約300mを流れる押切川の南岸に立地し、現時点の小台遺跡の範囲の北端部に位罹してい

る。標高は約56mである。

深谷市周辺の歴史的上限は、現時点で縄文時代前期中葉と推定される。遺構は未確認だが、本遺

跡で土器片が出上している。但し、仙元山周辺での早期上器片採集、東方城跡発掘調査時の尖頭器

出士の事例から、上限が草創期～早期まで遡る可能性が高い。中期には、本遺跡、烏之上遺跡等、

集落遺跡が台地上に開析された小河川沿岸に立地し、後期中菓まで継続する。最近の低地部の発掘

調査では、深谷町遺跡、明戸東遺跡等、中期末葉～後期中葉の遺跡が確忍され始めている。遺跡の

動向について、今後の調査事例を含めた再検討を必要とする段階を迎えている。

弥生時代には、確認された遺跡の殆どが低地部に立地する。上敷免遺跡の中期前半の再葬塵、明

戸東遺跡の後期の集落が確認されている。台地先端部、現在の埼戌[業大学深谷高校地内より中期

後半の土器の出土が報告されたが、詳細は不明である。追跡の低地部への集中は、稲作普及の影幌

と推定され、市内の台地部では、該期の遺跡は確認されていない。

古墳時代には、遺跡の数、規模とも低地部で怠増する。集落跡が主体であるが、近年、東川端遺

跡の方形固溝墓や原遺跡の円墳 CJ.増田古墳群）等、占墳群の存在も確忍された。牛活域の低地部

における比重はより高まっている。一方、台地部では割山遺跡で埴輪窯が確認されたが、生産地域

としての様相や、低地部の生活域との関連性等の具体点が未確認のため、詳細は不明である。

奈良• 平安時代も低地中心の傾向は変わらず、上敷免遺跡等に集落が確認されている。式内社と

される楡山神社が台地先端部に所在しており、更に、今も「原郷」の大字名が残る事から、幡羅郡

術関連遺跡の存在も推定される。台地部の様相には不明点が多く、今後の調査に負う所が大きい。

鎌倉時代、武蔵武十団の拠点が各所に構えられ、内ケ島氏、蓮沼氏、荏I以氏、人見氏等の、猪俣

党に属する武士の館跡が確認される。殆どは低地部に立地し、県盤となる農村が低地部に多く所在

していた事に起因すると推定される。今回の調査対象地である御所ケ谷戸には、源頼朝の家人、五

郎丸の翠とされる積石塚の存在が伝わるが、現.{Fは消滅している。台地部では、人見地内の人見館

跡以外は、該期に想定される遺跡は未発見である。鎌倉街道の脇道等は存在しているが、河川以外

の水源に乏しい地理が影脚し、生活地域としてはかなり厳しい環境だった事が考えられる。

室町時代～安十＾・桃山時代、深谷L杉氏が1『鼻和城・深谷城を拠点として約200年間、 9代にわ

たる統治を行う。当地域周辺は、その重臣で、深谷四宿老の一人である秋元氏の所領となる。今も

「秋元町」の地名にその名残を留め、菩提寺の冗誉抒も現存している。小田原征伐による深谷上杉

氏滅亡後、徳川氏の支配下で、松平康直• 松平忠輝• 酒井忠勝が一時その所領としたが、その後天

領として代官支配地となる。ヽ~地域周辺は徳川氏に什えた秋元氏の移封後、旗本領となった。江戸

時代、深谷は中山道の宿場、利根川の河｝辛など、交通・経済の要衝として繁栄し、養蛋、窯業等も

盛んであった。当地域は、『新編武蔵風上記稿』に「」：野塁村」として記載され、調査対象地であ

る御所ケ谷戸の地名を見出すことができる。

w, 地域は明治22年 (1889)、藤澤村に編人された。明治時代以降の深谷では、渋沢栄一らが創設

した日本煉瓦製造株式会社が煉瓦生廂を閲始し、従来の窯業と共に主要産染となる。製糸業も最盛

~2~ 



※スクリーントーンは、縄文時代遺跡

1 . 荏原氏館跡 2. 蓮沼氏館跡 3. 諏訪台逍跡 4. 増田氏館跡 5. fリl戸東遺跡 6. 束川端遺跡

7. 上敷免北辿跡 8. J: 敷免追跡 9. 内ケ島氏館跡 10. 起会追跡 11. 深谷町逍跡 12. 深谷城跡

13. 城下遺跡 11. 東方城跡 15. 庁恥和城跡 16. 秋元氏館跡 17. 小台遺跡 18. 割山遣跡

19. 鼠裏追跡 20. 菅場松似遺跡 21. 出[I遺跡 22. 嵩之上逍跡 23. 前畠遺跡 24. 人見館跡

第 1図深谷r!Ll一．要辿跡位置図 (1/80,000) 

3
 



第2図調査区周辺地形図 (1/5,000) 

期を迎え、台地部では筏蛋や、それに伴う桑栽培が盛んに行われ、全る所で桑畑が広がる様になっ

た。この様相は、腿本的に昭和20年 (1945)頃まで継続することとなる。

昭和30年 (1955)、 1IHJ 4村が合併して深谷市制が施行され、昭和48年 (1973)、豊里村を合併し、

現在の深谷rliが誕生した。この頃より、工業を主軸とする和業の転換が図られ、それまで余り重祝

されなかった御稜威ヶ原に工業団地が誕生した。これに伴い、周辺地域は住宅地開発が進み、最近

では大型店舗が進出するなど、市内でも発展著しい地域として、今日に至っている。

小台遺跡周辺地域は、時代背景、生業の変化の影秤を最も受けた地域であり、ある時期は鋭熊地

次の時期には居住地とその姿を様々に変化させてきたと言う事ができる。

III. 確認調査

1. 調査の概要

確認調査は 4月19日・ 20日の 2日開l実施した。調査方法は、平吋ljバケット装着のパワーショベル

によるトレンチ掘削を川い、建設f定地内に、幅約 2mのトレンチを任意に13箇所設定した（第 3

図）。調査の結果、第 3~第 5トレンチにおいて逍物包含層を確忍し、多量の遺物を採集した。

以上の晶査結果より、丁事予定地内の約3,000ni汀こついて本調査の実施を決定した。
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第 3図確認凋杏概要図 ※数字はトレンチ番号

2. 出上遺物（第 4図～第 6図）

第4図、部分的に復元可能であった個体資料である。すべて 1-_半分を欠失する。 l . 底径11.0

cm、現存高28.8cm。条線による湘fl.雑な斜格f目文が描出される。 2. 推定l底径9.5cm、現存高28.5cm。

無文。この 2個体は、第 5トレンチ掘削時に、 1を内側、 2を外側に、正位に重ねた状態で出上し

た。第 5 図 l~1 、中期後半の」器類である。 1 . 「l縁部～胴部。隆線で口縁部文様帯及び懸垂文

を描出。地文はLR縄文。 2~4 、胴部。沈線区画内に磨消しが施される。地文は 2 がRL縄文、 3 

がIぶ縄文。 5~9 、第 6 図10~12、後期初頭の士器類である。 5~7 、[]縁部。 5. 沈線文が描

出される。 6• 7、沈線区両文が描出される。 7は波状口縁を呈し、頂部以下に逆「CJ状文が貼

付される。 8~12、胴部。 8~10、沈線区画文が描出され、 10は短沈線が充填される。 11. 条線に

よる鋸歯状文が描出される。 12. 条線文が描出される。 13~15、底部。 13·14、推定｝氏径約 9 cm。

15. 推定底径約13.5cm。第 6図16. 打製石斧。現長9.6cm、刃幅4.5cm、最大屈2.0cm、現屯93.0g。

刃部に内生使用の痕跡が認められる。石質は粗粒を多犀に含むホルンフェルス。

13. 14は第 3トレンチ、 1~3 、 5~12、 15• 16は第 4トレンチ、 4は第 7トレンチのリIL。

以上の調査結呆より、 ［事予定地内の約3,000rri汀こついて本調査の実施を決定した。
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第 6図確認調査出・1遺物(3)(l / 3) 

IV、本調査の概要

5月10日より菫機による表上削除を聞始、同13日より作業員による調査区精査に着手した。この

結果、調査区東南部より西部にいたる、調査区の過半に及ぶ遺物包含屑を確認した。このため、特

に出t遺物の多い南東部に重点調査区 (A区）、西部にはこれまでの調査で存在が推定されていた

埋没谷を確認するためのトレンチを 2本設定して調査を進めた（第 1• 第 2トレンチ）。 A区から

は上塙 8屈が検出され、この内の 1基は埋甕炉跡である事が確認され、 トレンチでも地山の落ち込

みが認められた。しかし、 17日夜半の降雨により、 A区と第 1トレンチを含む遺物包含脳南半部が

水没、調査不能となったため、水没を免れた北半部におけるトレンチ（第 3トレンチ）設定と、地

山確認面における精査に粋手した。この結果、十翡月36某を検出したため、水没地域の排水作業と湧

水状況に対応する形で、 A区、十城群、 トレンチの関査を併行• した。 6月7日、 トレンチ調査をほ

ぼ終［する。 A区では先に確忍した土堀が住居跡の一部である可能性が出てきたため、調査区範囲

の拡大を含む最終確忍を実施、これを第 1号住居跡として記録作業を行い、 21日に全作菓を終了し

た。 22日、第 3トレンチ北側の遺物包含層中より岬甕を検廿：したため、周辺地域に精査区 CB区）

を設定、調査を開始した。これにより住屈跡 1軒（第 2号住居跡）、埋甕 2拭を検出し、上堀群の

調査と併行して作業を実施した。全竹業は＇［月 8日迄に終［、調査区令測図作成、写真撮影を経て、

13日、器材の撤収を以て調森の全行程を終了した。
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V. 検出遺構及び出土遺物（第 8図～第73図）

今回の発掘調査における検出遺構の総数は、住居跡 2軒、土堀36屈である。また、旧河川の流路

跡の一部も確認された。出土遺物はプラスチックコンテナ31箱分に上り、時期も縄文時代前期中葉

から後期前半に及んだが、殆ど小破片であった。

本章では、重点調査区、土塙群、トレンチの顧に記述していく事とする。なお、出土遺物の内の

土器に関しては、可能な限り下記の帰属時期区分に拠る事とした。

l群縄文時代前期中半

Il群縄文時代前期後半

III群縄文時代中期前半

IV群縄文時代中期中半

V群縄文時代中期後半

VI群縄文時代後期前半

i. A区検出遺構（第 8図）

本区は調査区の南端部、 F-l• 2、G-1-3、H-2の各グリッドに及ぶ範囲に設定され

る（第 7図）。全面に極めて多量の遺物を包含する暗茶褐色士．をのせていたが、地山確認面より、

住居跡 1軒と、土堀 8韮を検出した。十掘堀については、他の単独111+の上堀群とは別に、頭にA

を付して呼称する。-・"罰部住居跡の遺構と重複するが、その都度記述するものとする。

(1) 第 1号住居跡（第 8図）

F-2、G-2グリッドに位骰する。形状は円形を旱したものと推定されるが、壁か削平され

て泊滅しているため、規模等の詳細は不明である。 A4、A6、A7の各十檄を柱穴として伴う

可能性が有る。埋甕炉が検出された。

O炉跡（第 9図）

G--2グリッド附端に位樹する。長軸125cm、短軸50cmを測る。 Al号上堀に切られるため、

平面プランが一部不明のため、不整円形を旱する 2紙の十翡堀が独立或いは連続する形状としか表

現出来ない。深さは附部分で約10cm、北部分で約20cmを測る。壁は北側の一部を除き緩やかに立

ち卜がる。坪甕は 2個体確認され、南部分出tの個体I吉j辺に極めて多吊の焼十．が検出された。少

量の遺物が出土している。

0第 1号イt居炉跡出上遺物（第10図～第12図）

第10図、炉体に転川されていた個体である。 l. 深鉢の口縁部である。口唇部の大半と!JI叫部を

欠損・欠失する。 2~3 条の連弧文が粗雑に施文される。弧線の一部は枠状化し、端部は蕨手状

-10-
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焼土範囲 昌~:: 言f焼士粒＋炭化粒子を含む しまり弱粘性強

第 9図第 1号住屈炉跡 (l/30) 

に描出される。地文は粗雑な条線。 2. 深鉢の胴部である。 I: 半部と過半を欠失• 欠損する。降線

で懸垂文が描/]\される。地文は矢羽状沈線文。第11図 1~5 、 r·r 縁部。 1. 沈線で施文される。 2.

降帯と沈線で渦巻文が描出され、区圃内に沈線文が充填される。 3. 擦痕に近い沈線で施文される。

4. 浅い沈線で施文される。 5. 口唇直ドに沈線文、以下に連弧文と懸乖文か描出される。地文は

RL縄文。 6~13、胴部。 6. 降線で区両される。地文はRL縄文。 7. 懸韮文が描！廿される。 8. 

隆線と沈線で懸垂文が描出される。区画内には斜行沈線が充填される。 9. 沈線で施文される。 lO.

矢羽状沈線文が粗雑に描出される。 11. 刺突で施文される。 12. 懸垂文が描出される。 13. 沈線区

画内にRL縄文が施文される。 1 は坪甕（第10図 1) 内、 2~14は掘り方覆t中より出,-.o

14. +. 製円盤。直径3.2cm、J享さ約 1cm、現咀12.sg。地文は条線。

第12図、石鏃。現長1.75cm、最大幅1.2cm、最大厚2.5cm、現重0.4g。両脚部を欠損する。形態は凹

抽無茎。調整は極めて人念。石質は黒耀石。坪甕（第10図 1)の東部、掘り方直 fより出上帰属は

概ね V群と推定される。

(2) A 1号上堀（第 9図）

第 1号住居炉跡のほぼ中央部に、これを切って構築される。直径約70crn。平面プランほぼ円形

を呈する。深さ63crn。競は上半で若I渭＾開くものの、ほば垂直に立ち上がる。出上遺物は殆ど無い。

(3) A 2号十城（第13図）

G~2•3 グリッドの境界部に位置する。 A3 号t堀に南端部を切られる。長軸推定約140cm、短

軸102cmを測る。平面プラン楕円形を呈する。深さ約25cm。壁は緩やかに外湾しつつ立ち上がる。

OA2号上堀出t遺物（第14図）

l. L::J縁部。波状を呈する。 II唇部直卜に沈線文、頂部以ドに懸堆文が描出される。 2 . /JlnJ部。

降線で懸垂文が描出される。地文は矢羽状沈線文。

―-12-



帰属はV群と推定される。

(4) A 3号十檄（第13図）

＼＇ 
¥' 
¥ ¥ 

'"'_ii_ __へ二/ 2 

第10図 第 1号住店炉跡出上逍物(1)(1/4) 

A2号上堀の南端部を切って構築される。一部調査区外。長軸141cm、短軸推定80cm以上。

10cm 

平面プラン不整楕円形を旱する。深さ69cm。壁はド半が外湾するが、南側でほぼ垂直、北側は緩

やかに立ち上がる。
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OA3号土壊出土遺物（第15図）

1-4、口縁部。 1. 隆線と沈線による区画内

に撚糸文Lが充填される。 2.沈線で施文され

る。 3. 口唇部を欠損。隆線と沈線による区画

内にRL縄文が施文される。 4. 口唇部を欠損。

隆線と沈線による区画内に短沈線が施文される。

5-8 、胴部。 5• 6、隆線と沈線により区画

C> 

鼻［
゜

3cm 

される。 5の地文はRL縄文。 6の地文は撚糸

文L。 6は1と接合する。 7. 沈線で懸垂文が描出される。地文はRL縄文。 8. 隆線と沈線で

懸垂文が描出される。地文はRL縄文。 9. 隆線区画内にRL縄文が施文される。 10. 底部。底径

7.0cm。11. 士製円盤。長径4.4cm、短径3.4cm、厚さ J.2cm、現重23.4g。地文はRL縄文。

婦属はV群と推定される。

第12図第 1号住居炉跡出土遺物(3)(原寸）

(5) A 4号士城（第13図）

H-2・G-2グリッド境昇部、第 1号住居炉跡より南内へ約4、7mの地点に位置する。長軸8

0cm、短軸55cm。平面プラン不整楕円形を畠する。深さ21cm、壁はほぼ畢直に立ち I::.がる。出□上

遺物は無い。

(6) A 5号土堀（第13図）

A4号土堀の南東にほぼ接して位阪する。一部調査区外。長軸推定50cm以lヽ．．、短l)i1!140cm。平面

プラン長楕円形を呈すると推定される。深さ15cm。壁は45° 以上で立ち上がる。出［遺物は無い。

(7) A 6号士檄（第13図）

G-2グリッド南半部、第 1号住屈炉跡より北東へ約4.7mの地点に位置する。［直径約20cm。

平面プランほぼ円形を呈する。深さ 15cm。壁はほぼ垂直に立ち上がる。 11¥:1:.逍物は無い。

(8) A 7号直（第13図）

A6号十掘の北東約20cmの地点に位附する。長軸60cm、短軸15cm。平面プラン楕円形を星する

深さ22cm。一部棚状を呈する。壁は60° 以l汀．で立ち Lがる、出上遺物は無い。

(9) A 8号土堀（第13図）

Al号 l娘の北東約7.5mに位骰する。虹径約80cm。平面プランほぼ円形を呈する。深さ約

64cm。準はt半が若干開くものの、ほぼ畢直に立ち上がる。

OAS号い廣出l追物（第16図）

1 . L J縁部。隆線と沈線による区圃内に、 HL縄文が施文される。 2-7、胴部。 2. 降線と

~15 
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第13図 A区検出遺構 (1/30) 
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沈線で施文される。地文はRL縄文。 3. 隆線

で懸垂文が描出される。地文は波状の条線。 4.

弧線文が描出される。地文はRL縄文。 5-7.

沈線区画内が磨消される。地文は 5がRL縄文、

6がLR縄文、 7が撚糸文Lを用いた施文。網

目状撚糸文の可能性有り。 8• 9、口縁部。 8.

沈線区画が描出される。 9. ロ唇部直下に沈線

と刺突で施文される。 10-13、胴部。 10. 沈線

区画内に刺突が施文される。 11. 沈線で施文される。 12. 沈線区画内に条線が施文される。 13.

波状条線が施文される。 14. 底部。底径6.4cm。

帰属は一部を除いて概ね V群• VI群と推定される。

A4号・ A7号の両士堀は、その位置関係から、第 1号住居跡の柱穴の可能性が有る。 A5号・

A6号土堀もこれに含まれると推定される。しかし、各土堀とも出土遺物が無いため、推測の域

を出ない。 Al号土堀は具体的な構築時期を示す出土遺物が無いものの、第 1号住居炉跡内の埋

甕（第10図2)を半裁する形で構築され、覆土中にこの埋甕に接合する破片が確認された事から、

住居構築時期より下る事が推定される。また、 Al号土堀はAS号土堀と規模、形状とも近似し

羞］
2 

， 1 

゜
10cm 

第14図 A2号土壊出土遺物 (1/3) 

tllffii&~ ,____,_ 研~~ Fil 
2
 

~D ~n 
3
 

4
 

＼ 

8
 

寵U
10 11 

，
 

゜
10cm 

第15図 A3号土壊出土遺物 (1/ 3) 
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ており、同時期構築の可能性が有る。

(10) A区出土遺物（第17図～第19図）

遺物包含層中出土遺物を一括した。

O土器

1・2、胴部。 1. 沈線で施文される。 2. 押印文が施文される。

3. 口縁部。口唇部に刻目、隆線と沈線で区両文が描出される。 4. 胴部。沈線で施文される。

地文はRL縄文。
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第16図 AS号上堀出上遺物 (l/ 3) 
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第17図 A区出十追物(1)(J / 3) 
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第18図 A区出十遺物(2)(1 / 3) 
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46 47 48 
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口 0●0 
52 53 

51 

゜
10cm 

第19図 A区出上逍物(3)(1 / 3) 

5 -14、口縁部。 5・6. 隆線と沈線で区圃文が描出される。 5は撚糸文L、 6は条線文を地

文とする。 7• 8、隆線で区画文が描出される。 7はLR縄文、 8はRL縄文を地文とする。 9. 

隆線と沈線で右端が蕨手状の弧線文が描出される。 10. 11唇部を欠損。隆線、沈線、刺突で施

文される。 11. 沈線で施文される。 12. 隆線と沈線で区画文が描出される。 13. 隆線と沈線によ

る区画内に条線が施文される。 14. 波状沈線が施文される。地文はRL縄文。 15-22、胴部。 15.

隆線で区画文と懸垂文が施文される。 16. 沈線区画内が磨消される。地文はRL縄文。 17. 隆線

と沈線で懸乖文が施文される。地文は条線文。 18. 隆線区画内にRL縄文が施文される。 19. 地

文は条線。 20・21、隆線と沈線で懸垂文が描出される。矢羽状沈線が施文される。 22. 矢羽状沈

線が施文される。第18図 1、24、25、連弧文が描出される。地文は 1がLR縄文、 24が撚糸文L、

25がRL縄文。

26-39、口縁部。 26. 波状LI縁を呈する。頂部に沈線と刺突を併用した貼付文が描出される。

30• 31、沈線区画内にRL縄文が施文される。 32-35、沈線区画文が描出される。 36. 隆線で施

文される。 37. 沈線で施文される。 38. 沈線で施文される。補修孔を有す。 39. 沈線で施文され

る。 40-44、胴部。 40、沈線区画文が描出される。 42. 沈線と刺突で施文される。 43. 斜格子日
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第20図 A区出十．逍物(4)(1 / 3) 
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沈線文が描出される。 44. 沈線で施文される。 45. 注口土器の注口部である。口径2.3cm。46-

50、底部。 46.推定底径約5.5cm。47. 底径7.8cm。地文はRL縄文。 48. 推定底径約10cm。地文は

RL縄文。 49. 推定底径約11.5cm。50. 推定底径約11cm。

51-53、土製円盤。 51. 長径5.6cm、短径4.1cm、厚さ1.3cm、現重35_9g。52. 長径3.4cm、短

径2.9cm、厚さ1.0cm、現重12.7g。地文は撚糸文L。53. 直径2.5cm、厚さ 1.2cm、現重3_5g。

0石器（第20図）

1。2、打製石斧。 1. 現長9.9cm、最大幅4.4cm、最大厚1.5cm、現重gag。図中右側縁部を欠

損する。全体的に風化が著しい。石質はホルンフェルス。 2. 現長10.8cm、現存刃幅7.3cm、最

大厚2.5cm、現重250g。刃部を欠損する。調整は粗雑。風化著しい。石質はホルンフェルス。 3 

スクレイパーであろう。現長5.9cm。最大厚2.2cm、現重125g。調整はやや粗雑。石質はホルン

フェルス。 4. 凹石。長径11.6cm、短径7.7cm、最大厚1.2cm、重さ48Qg。断面楕円形を畢する平

滑な円礫で、両面に凹みを打す。石質は輝石安山岩。

帰属は概ね II 群~VI群と推定される。

ii. B区検出遺構（第21図）

B 区は調査区の北西端、 B-2•3 、 C-2•3 の各グリッドに及ぶ範囲に設定した。本区よ

り什居跡 1軒、埋甕 2晶が検Iiiされた。記述方法は、 A区に準ずるものとする。

(1) 第 2 号1主．屈跡（第21図• 第22図）

B-2•C-2 グリッドに位眉する。一部調査区外と推定される。壁は確認されなかったが、

柱穴が18犀検出された。平面プランは円形を旱したと推定される。推定直径約7.5m。炉は地床

炉で、住居内のやや南寄りに造られている。長軸110cm、短軸約50cmの浅い掘り込みの南側を、

更に長軸70cm、短柚61cmの規模で約15cm掘り窪めた形態を畢する。

O第 2号住居跡出□Iー：追物（第23[叉])

1. [I縁部。口唇部に押引文、以ドに沈線区画と撚糸文 L が施文される。 2~4 、胴部。 2. 

隆線で懸垂文が施文される。地文はLR縄文。 3・4、沈線で懸乖文が施文される。 3の地文は

Rし縄文、 4は条線。 5. 底部。推定底径約10cm、隆線と沈線で懸垂・文が施文される地文は撚糸

文L。 1・2はp1 、 3 は P4 、 4• 5はP2の出上である。

帰属は概ねV群と推定される。

(2) B 1砂l翡礼（第24図）

C-2グリッド内、第 2号住屈跡P16の南方約1.5mに位置する。長径37cm、短径30cmを測り、

平面プラン楕円形を旱する。深さ 18cm。深鉢の一部が1E位に罪設されていた。
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量 昌
焼土範囲 l ローム土色調が地山よりも明るい しまり強 粘性弱

2 焼 土 ローム粒子を少嶽含む しまり強 粘性弱

3 黒色土焼士粒子を含む しまり強 粘性弱

I 4 暗灰赤色土焼土粒子•黒色粒子を含む しまり強 粘性弱
<(• 5, 明黄赤色土 焼土粒子•黒色粒子を多f11に含む しまり強 粘性弱
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[_明凶褐色—L "'ームプロックを多撰Iこ含む

暗黄褐色J_ ローム粒fを多屈に含む

暗灰褐色l: ロ--ム粒子・炭化粒了を含む

暗黄灰色l 0-—ム粒子· 規色粒—fーを多原に含む

暗黄褐色J 黒色粒了を微屈含む

しまり強 粘件弱

しまり弱 粘性強

しまり強 (1より）粘付強

しまり弱 粘性強

しまり弱 粘性強

第22図 第 2号住屈炉跡及びす）穴 (l/30) 
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第23図第 2号住屈跡出 L遺物 (1/ 3) 
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<(! 

B 1号上槻i 量二 昌加`
1. II名褐色上 ローム粒f・焼J-粒 fを微凩含む

2, 賠褐色上焼上粒f.炭化粒fを含む

しまり弱

しまり強

粘性やや強

粘性弱

~. (j~~.~ 
I 
•Ill. 

B2りt堀

，ヽ

È）

A
 

が〔
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， 
[I s 

ti~ 
1. 賠褐 色 I-. ローム粒f・焼L粒fを少屈含む しまり弱 粘性やや強

2. II爵褐色 L ロームプロソク・焼t粒子＂炭化も）［を含む しまりやや強 粘性やや強

O 1m 

冷21図 B区内検出逍構 (1/30) 
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第26[叉l

OBl号i息り出l・.妍！甕（第25図）

B2 号t堀出L辿物 (1/6• 1/8) 

深鉢の胴部中位である。残高21.2cm。

帰属はV群の可能性がイiる。

ト］半部と周[Jfl1 / 8を欠失する。地文はRL縄文。

(3) B2号l滉蘭（第24図）

c-2グリッド内、 Bl号1-.堀の東方約2.5mに位附する。長径60cm、短径49cmを測る。平面プ

ラン楕円形を星する。深さ30cm。中央か窪んだ堀り込みに、深鉢 2個体が正付に市ねられて出十．し

た。

OB 2 t} I・欺出げll甕（第26図 1・2)

1. 深鉢である。 II縁部を欠損したものの、はば完形の状態で岬設されていたと推定される。

推定Ll径26.2cm、器高34.2cm、胴部叶：l位以卜.に被熱による剥落か著しく認められる。沈線区画文

-~28~ 
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第27図 Blヌ出t逍物(1)(l/3) 
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口
〇 3cm 

第28図 B区HiI追物(!)';¥ヽ・「)

らしき痕跡も•部に忍められるものの、無文の可能V卜が仇い。 2. 深鉢の/)1,ij部中位である。 /JilrJ仔

'.l2.8cm、残存高19,5cm。沈線IX」rli1文が描出される。

I: 堀内には、］を内側、りを外側に破片を嵌め込む梯にして叫設されていた。

帰属はVI群と推記される。

(ti) 13区出 l追物（第271叉I・ 第28図）

遺物包，合）付巾よりの出上である。

第27図 1・2、)][,i)惰[(。 1 . 地文は貝殻文。 2. 沈線文が拙出される，）

:i• 4、rI縁部。 3. 沈線[X圃文が描出される。地文はRL縄又。 4. 地文はRし縄文。波状を

，t1: する 1i・［能性が打る。 5~12 、 ))[ciJ 部。すべて崩泊しが施されてしヽる。地文はすべてHL縄文。

13. r I 緑部。 14-16、 )J[,;J 部。 14• 15、沈線で施文される。 16. 沈線似圃内に刺突が施文される。

17. /)1,ij部～底部。区圃内が磨it'Jされる。地文はHL縄文。

第28図小咽磨製石斧。現長4.1cm、刃輻2.1cm、最大厚1.0cm、現重l'「.2g。刃部の一部を欠担

し、全1本的に風化が著しいものの、 i伯取り幣形の状態は認められる。石質は蛇紋岩であろう。

帰属は概ね I群・-VI群と推記される。

iii. 単独検出の遺構（第29図～第71図）

A • I3両区内検出を除く遺構の内、 I翡紗5枯について番号を付し、以ドに記述する。それ以外

の日廣はすべて屯複関係を持つt堀の記述内で触れるものとする。

-30・・-



第 1号士塙（旧）
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第 1号土壊（新） / ,_一—-——
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゜1. 暗貨灰色土 ロームプロック• 赤色粒子を含む

2. 暗赤褐色上 赤色粒子を少璽含む

3. 暗黄褐色土 ローム粒子・白色粒子を含む

4. 茶褐色土

しまり弱

しまり弱

しまり弱

しまり弱

A
 

Jm 
粘性弱

粘性やや強

粘性弱

粘性弱
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第29図第 1号t堀及び出十．遺物 (1/30・l / 3) 
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(1) 第 1号土塙（第29図）

E-4グリッド南半部に位置する。長軸170cm、短軸114cm、平面プラン不整楕円形を呈する。

深さ46cm。壁はほぼ垂直に立ち上がる。南西部で土城（第 1号土壊（旧））と切り合う。

0第 1号土壊出土遺物（第29図）

1• 2、口縁部。隆線と沈線で施文される。 3-8、胴部。 3. 浅鉢の屈曲部。沈線で施文さ

れる。 4. 隆線と沈線で懸垂文が描出される。地文はLR縄文。 5. 地文は条線。 6-8、沈線

区画文が描出される。 9. 口縁部及び胴部下半である。 8とともに同一個体の可能性が高い。斜

格子目文が描出される。 10. 胴部。刻目を有する隆線で懸垂文が描出される。地文はRL縄文。 1

1. 底部。推定底径約12cm。矢羽状沈線文が施文される。

帰属は概ね V群• VI群と推定される。

(2) 第 2号土堀（第30図）

E-4グリッド内、第 1号上堀の北東約1.5mに位置する。長軸104cm、短軸90cm。平面プラン

不整楕円形を呈する。北東部で小上堀（第 2号土壊（旧））と切合う。深さ44cm。壁は外湾し急、

角度で立ち上がる。

4.
、
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第 2号]'.檄（新）
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昌ヽ惰‘
t

A
 

A
 

6
 

！．暗黄灰色士ローム粒子• 赤色粒子を帯状に含む しまり弱 粘性弱

2. 暗赤褐色,1: 赤色粒子を少阻含む しまり弱 粘性やや強

3. Ii紺負褐色,L ローム粒子・白色粒子を含む しまり弱 粘性弱
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第30図 第 2号l:堀及び出lこ遺物 (1/30・1 / 3) 
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O第2号土堀出土遺物（第30図）

1. 頸部。隆線と沈線で区画文が描出される。無文帯を有する。 2-6 、胴部。 2• 3、隆線

と沈線で施文される。 2. 地文は撚糸文L。 3. 磨消しを伴う。地文はRL縄文。 4. 沈線で施

文される。地文はRL縄文。 5. 弧線文が描出される。地文は条線。 6. 沈線で施文される。磨

消しを伴う地文はRL縄文。 7• 8、胴部。沈線区画内に刺突が施文される。

帰属は、 V群• VI群と推定される。

(3) 第3号土堀（第31図）

E-5グリッド内、第 2号土堀の北東約 3mに位置する。長軸105cm、短軸86cm。平面プラン

は楕円形を呈する。深さ19cm。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

0第3号上堀出上遺物（第31図）

1. [_J縁部。波状口縁を呈すると推定される。頂部に渦巻文が描出される。 2. 胴部。沈線で

施文される。

帰属はV群と推定される。

(4) 第 4号土堀（第32図）

E-4グリッド内に位置する。長軸190cm、短軸140cm。平而プランは不整円形を呈する。深さ

52cm。壁は外湾しつつ立ち上がる。

(
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｀ O 1m 
I , , I 

l. 叫］狛灰色土大粒のローム粒—I. 赤色粒子を多屈に含む しまり強 粘性弱

2. 暗茶褐色」．ロームフ・,.,ックを多賊に含む しまりやや強粘件弱

3. 煎褐色 J: ロームプロックを多胤に含む しまり弱 粘性弱

口
2

0

 
10cm 

第31図第3号」ー．堀及び出L.遺物 (1/30・1 / 3) 
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1. 暗茶褐色土 ローム粒子・白色粒子・炭化粒子を含む しまり強

2. 明黄褐色土ローム粒—I-· 炭化粒子を含む しまり強

3. 黒褐色士ロームプロソクを多屈に含む しまり弱

鷹麟夕[~Ii, 

粘性弱

粘性やや強

粘性強
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第32図第4号Iー：堀及び廿',jー：逍物(1)(1 /30・1 / 3) 
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第33図 第 4号十堀出土遺物(2)(原寸・ 1/ 3) 

O第4号」ー：堀出1-.遺物（第32図。第33図）

第32図 1-7、い縁部。 1. 降線と沈線で施文される。 2.'-'唇部欠損。隆線と沈線で施文さ

れる。 3. Iこ半部を欠損する。降線と沈線で施文される。地文はRL縄文。 4. 隆線・沈線・刺

突で施文される。地文はTIL縄文。 5。6. 隆線と沈線で施文される。地文はRL縄文。 7. 降線

と沈線で施文される。地文はRLとしRによる羽状縄文。 8. 頸部であろう。沈線で施文される。

地文はRL縄文。 9 ・ 10、 )Jl~J部。地文はやや撚りの緩い撚糸文L 。 10. 磨消しが伴う。地文はRL

縄文。

11. [I縁部。沈線で施文される。 12. m吋部。沈線と刺突で施文されている。

13. 底部。推定底径約12cm。地文はRし縄文。 14.1製蓋。推定径約 9cm、厚さ0.7cm、 2 個—

糾の小孔が穿たれている。 15. L製円盤。直径3.2cm、原さ 1.2cm、現重15.1g。地文は撚糸文L。

第33図、石倣。視長2.35cm。最大幅1.8cm、最人厚4.1cm。現項1.5g。ほぼ完存する。形態は凹

枯無茎。調整は人念である。石質はチャート。 2.:fj製石斧。現長8.9cm、最大輻1.8cm、最大厚

1.4cm、現巫60.1g。肛礫面を残す。 I叉l中k側縁部を欠損する。石質は貞岩。

帰属はV群• VI群と推定される。

(5) 第 5号［堀（第31図）

D-5グリッド内、第 4号1こ堀の北東約 9mに位置する。長軸約 2m、短軋11約1.5m、平面プ

ラン不整桁円形を呈する。東端部が棚状を旱する。深さ約32cm、壁は氣fり度で立ち上がる。

O第 5号1虔闘出I迅t物 （第34図）

胴部。地文は異条のLRL。

帰属は不明。

(6) 第 6け上堀（第35図）

C-5。D--5グリッド塙昇部、第 5号 t堀の北西約 2mに位四する。長抽89cm、短軋t158crn。

平血プラン桁円形を旱する。 い邪は削平されている。深さ 7cm。培はほぼ華直に立ち］：がってい
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I, I培災灰色七ローム粒―{• 黒色粒（を多litに含む しより弱 粘性強

?., 焦褐 色 I. »~1,1,, (-・ 赤色粒（を多凩に含む しより弱 粘ヤHli

゜I
 :i. "ームーfu,ク

1. II音凶褐色_Iこ ロ・ーム粒fを多訊に含む

m
 

ー

I

しより弱 粘n,;箕

゜
10cm 

第31図第51-J l)Jfli及び出［追物 (1/30• l / 3) 

たものと推定される。

0第 6 号I職出l追物（第35図• 第36図）

1~3 、「l 縁部。 1. 降線と沈線で施文される。地文はLR縄文。 2. 降線とで施文される。

地文はRL縄文。 3. 隆線と沈線で施文される。地文はLR縄文。 4. 頸部。降線で施文される。

地文はRL縄文。 5・6、胴部。 5. 降線で施文される。地文はHL縄文。 6. 浅鉢であろう。内

面屈I廿1部を中心に赤色頻料が残存する。 7. 底部。推定底径約 8cm。

第36図、打製石斧。現長8.9cm、最大輻1.1cm、最大厚1.8cm、現亜73.4g。原礫面を一部残す刃

部を欠損する。石質はホルンフェルス。

帰属はV群と推記される。

-36-



"' " A ー・

1--

~ ・ニ

1m 

゜、王／
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第35図第6号げ廣及び出I.遺物(1)(l /30• l / 3) 
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゜
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第36図第6号L城出上遺物 (1/ 3) 

(7) 第 7号土堀（第37図）

C-4•C-5 グリッドの境界部、第 6 号土壊の北西約 3 m 

に位置する。本七堀は最初貯蔵穴として構築され、放棄埋没

後、再度士壊を構築し、火熱を使用したと推定される。貯蔵

穴（第 7号土堀（旧））は深さ 1.5mを測り、断面はキンチャ

ク型を呈している。規模は明確ではないが、平面プラン円形

を旱したと推定される。底面はド屑の礫層に達している。再

構築された土城（第 7号上堀（新））は匝径約200cm、平面プ

ランほぼ円形を呈する。深さ約40cm、岐は外湾しつつ緩やか

に祝ち上がる。中央部の掘り込み部分に焼上域が確忍されて

いる。
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'-•1紘荼悧色 llll 炭化粒（を少fit含む

2 賠祢茶w色上121 焼_J粒―r-炭化粒（を多fillこ含む

3. 煤褐色 l
,_亦褐色 I 焼l:Rfを含む

5. 昭橙色上Ill I}(色卜をプロ＇ク状に含む

6 炭化物

しまり弱 粘性やや強

しより弱 粘性やや強

しまり弱 粘性強

しまり弱 粘11弱
しよりやや怖 粘性やや強

Im 

7. 明灰色 lclll o-ムプロノク・炭化物を含む しまり弱

8. 暗橙色 l.121 煤色J.プロノク・酸化物を含む しまり弱

9. 財l 灰色—1.12) 闊色l:プロ＇ク・「 l色粒(・ 破化物を多屈に含む しまり弱

Ill. 暗橙色十(3) 焼I:プ n ノク• 煎色 J—•プロノクを多 lilに含む しまり強

11. 媒色 J-. 鈴1',1色!・.・ 炭化粒イを含む しまり弱

12. 貸 (1色＿卜 砂毀ネ，'di習酸化物を含む しより強

粘性やや強

粘性やや強

粘性やや強

粘ヤI強
枯~J やや,,~;

粘l'Iやや咋

弟37図第7りt堀 (l/40) 
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1. II彰茶褐色I: 焼J・.粒+・ 白色粒—fを多屈に含む

2, II音茶褐色l: 焼I:粒了• 白色粒―fを多植に含む

3, 賠黄色上白色粒rを含む

しまり強

しまり強

しまり弱

粘性弱

悧litl[少J,J
粘性やや強

第10図 第8号l)JJ質(1/30) 
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第41図 第8号士堀出土遺物 (1/ 3) 
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1. 黒褐色土 ローム粒子・焼土粒子・白色粒子を含む しまり強 粘性弱

2. 暗黄色土煤色土プロックを含む しまり強 粘性弱

3. 黒色土 ロームプロック・焼士粒・子・白色粒子を含む しまり弱 粘性やや強

4. 明貨色土黒色土プロックを含む しまり強 粘性やや強
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第42図第9号士堀及び出t遺物 (1/30• l / 3) 

0第 7号土堀出上遺物（第38[叉I・ 第39図）

第38図 1-5、LI縁部。 1. 沈線で施文される。 2• 3、沈線区両が描出される。地文はRl」

縄文。 4. 地文はRL縄文。 5. 沈線と刺突で連弧文が描出される。地文は撚糸文L。 6-9、

胴部。 6. 沈線で施文される。地文はLR縄文。 7• 8、隆線で施文される。 9. 地文は条線。

10-14、口縁部。 10. 隆線で施文された把手を備える。 11. 把手韮部。沈線で施文される。 12.

沈線と刺突で施文される。 13. 沈線で施文される。 15. 隆線、沈線、刺突で施文される。 16-18、

胴部。 16・17、沈線で施文される。 18. 条線文が描出される。 19-22、底部。 19. 底径8.8cm。

20. 底径11.4cm。21. 底径12.0cm。22. 推定底径約 9cm。

帰属は概ねm群-VI群と推定される。

(8) 第 8号 l滉巖（第40図）

C-5 グリッド内、第 7 号—!滉廣の北東約2.5mに位置する。長軸253cm、短軸156cm。平面プラ

ン隅丸方形を吊する。深さ27cm。壁はほぼ垂直に立ちじがる。
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1. 暗黄色土黒色土プロックを含む しまり強 粘性やや強

2. 暗黄褐色上ローム粒子• 黒色粒子を含む しまり強 粘性やや強

3. 暗黄灰色土 附色プ0,クを少蘭 •O →粒子・徳士粒子を微I!含む しまり弱 粘性強

□
 〇 10cm 

第43図 第10号士城及ひ出十辿物 (1/30• l / 3) 
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陪茶褐色土 ローム粒[• 白色粒rを含む

暗黄褐色—l: 黙色粒子を含む

しまりl)l) 粘ヤしやや強

しまりやや強粘性やや強

2
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10cm 

第44図第11号上堀及び出L辿物(1)(1 /30• I / 3) 
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第15図第11号十城出l追物（原寸・ 1/ 3) 

O第8号上堀Ill+.遺物（第41図）

゜

全て胴部。 1. 地文はRL縄文。 2. 沈線で施文される。地文はRL縄文。

帰属は不明だが、 V群のrrJ能性が高い。

(9) 第 9号I:堀（第42図）

2 

10cm 

B-4・B-5グリッド境界部、第 8号上堀の北西約 5mに位置する。長軸197cm、短!Jirli96cm

平面プラン不整柏円形を吊する。中央部が更に掘り窪んだ形態を星する。深さ26cm。壁はやや外

湾するものの、ほぼ垂直に立ち上がる。

O第9号日脱出上遺物（第42図）

l・2、胴部。 2. 地文はRL縄文。 3. 底部。小破片のため、推定底径の算ii¥不能。

帰属は不明。

(10) 第10号 l凱（第43図）

B-4・C-4グリッド燒界部、第 9号土堀の南西約4.7mに位置する。直径約130cm0・'・ド面プ

ランほぼ円形を吊する。深さ27cm。限は外湾しつつほぼ畢直に立ち卜カゞる。

O第10号」滉黄l廿士遺物（第43図）

日縁部。表面の剥離風化が著しいが、沈線で施文される。地文は［戊縄文。

帰属は不明だが、 V群のrリ能性が有る。

(11) 第11号L翡礼（第44図）

C~4 グリッド内、第10号十欺の北約1.7m に位惜する。直径約130cm。平面プラン不整円形を

兄する。深さ18cm。隈はほぼ亜直に立ち上がる。
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粘性弱

第46図第12号上城 (1/30) 

0第11号土堀出土遺物（第44図•第45図）

全て胴部。 1.沈線区画内に刺突とRL縄文が施文される。 2.沈線区画内に刺突が施文される。

第45図1.石鏃。現長3.0cm、最大幅1.8cm、最大厚3.0cm、現重1.6g。先端部と図中右脚部を

欠損する。形態は凹址無茎を呈する。石質はホルンフェルス。 2. 打製石斧。現長9.2cm、刃幅5.

8cm、最大厚1.3cm、現重88.lg。原礫面を残す。刃部を一部欠損する。石質はホルンフェルス。

帰属はVI群と推定される。

(12) 第12号土城（第46図）

B-4•C-4 グリッド境界部、第11号上堀の西約1.sm に位置する。 卜眉〖は殆ど削平されて

いる。長軸76cm、短軸58cm。平面プラン楕円形を星する。深さ4.0cm。峨はほぼ垂直に立ち lーがっ

ていたと推定されるが、詳細は不明。

0第12号上壊出十．遺物（第47図）

胴部～底部。推定底径約8.2cm。沈線で施文される。地文はRL縄文。

帰属はV群と推定される。

(13) 第13号J_欺（第48図）

B~4 グリッド内、第12号い廣の北約umに位消する。直径約90cm。平面プラン不整円形を

呈する。深さ33cm。睾は一部外湾するが、ほぽ乖直に立ち上がる。

0第13号t城出土遺物（第49図•第50図）

第491叉J1• 2、「l縁部。 1. 剣先状の把手を備える。降線と沈線で施文される。地文はRL縄

文。 2. 四脚の把手と直下にX状把手を備える。縄文が施文されるが、器面の風化が著しく、原

体の判別は不明。 3• 4、頸部。 3. 降線で施文される。 4. 沈線で施文される。地文はRL縄

文。 5-10胴部。 5-12、地文は全てRL縄文。 10. 沈線と刺突で施文される。 11・12、赤彩上

器片。 11. 外面屈曲部上に幅約 7mmで横位、内面に幅約 5mmで放射状に塗彩される。 12. 内面I出

曲部Lに塗彩される。第50図13・14、底部。 13. 推定）氏径約16cm。隆線と沈線で施文される。地

文はRL縄文。 14. 推定底径約10cm。

15. 磨石。長径9.8cm、短径7.1cm、最大厚5.1cm、重さ360g。断面不整楕円形を呈する円礫で、
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1. 暗茶褐色土 黄色粒子を含む

暗黄褐色土 黒色粒チを少扱含む

ロームプロック

しまり弱 粘性弱

しまり弱 粘性弱

第48図第13号lー：堀 (1/30) 

図中Liー・・：背面に磨痕、 Lf端部に敲打痕が認められる。軟質。全体的に風化著しい。石質は安山岩。

帰属はV群.VI群と推定される。

(14) 第14号十熾（第51図）

B-3グリッド内、第13号土堀の北西約 3mに位置する。推定長軸約60cm、短柚52cm。平面プ

ラン桁円形を呈する。北に直径55cm、平面プラン不整円形を星するl湛9iC第14号 l翡li(旧）、出

t追物無し）を切って構築されている。深さ37cm。限は急角度で立ちtがる。

0第11号1息府出上逍物（第511叉I)

胴部。地文はRL縄文。

帰属は不明。

(15) 第15号一I:翡崎 （第52図）

B-3グリッド北束端、第14号I●翡：堀の北約2.7mに位附する。直径約100cm。平面プランほぼ円

形を惜する。深さ50cm。断面キンチャク型を畢する。

0第15号上堀出lー：遺物（第52図）

1~3 、口縁部。 1• 2、隆線と沈線で施文される。 2の地文はRL縄文。 3. 沈線で施文さ

れる地文はRL縄文。 1. 胴部。隆線で施文される。地文はRL縄文。

5~8 、胴部。沈線で施文される。 6 は刺突が施文される。

9. ,-_製円盤。長径3.7cm、短径3.2cm、J厚さ 1.0cm、現重14.6g。沈線で施文される。地文はR

L縄文。

10. 石鏃。現長1.7 cm、最大幅1.6cm、最大厚0.4cm、現重1.3g。ほぼ完形。形態は凹）成無茎

調整はT寧。石質はチャート。

帰属はV群、 VI群と推定される。
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第50図第13号十城出土遺物(2)(l / 3) 
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1. 暗黄灰色：l: ローム粒子を含む

2. 黄灰色土 ローム粒子• 馬色粒子を含む

3. 明鼓褐色」： 黒色粒子を含む

4. ロームプロック

5 黄褐色土ローム粒—fを含む

しまり弱 粘性弱

しまり弱 粘性弱

しまり強 粘性やや強

しまり強 粘性やや強

゜
10cm 

第51図 第11号上堀及び出士遺物 (1/30• l / 3) 
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1. 明黄褐色土 明灰色粒子を含む

2. 暗黄灰色土111 ローム粒—子・炭化粒子を含む

3. 明黄灰色土 ローム粒子・炭化粒子を含む

4. 暗黄灰色土121 ロームプロックを多殿に含む

5. 黒色土 ロームプロックを含む
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第52図 第15号上堀及び出十遺物 (1/30• 1 / 3• 原寸）
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l. 明黄褐色土 ローム粒子を少殿含む

2. 暗灰色土 ローム粒了• 黒色粒子を含む

： l. 暗黄灰色土Ill ローム粒子・炭化粒子を含む

1. 暗黄灰色土121 ロームプロックを含む

しまり弱 粘性やや強

しまり弱 粘性やや強

しまりやや強 粘性強

しまり弱 粘性強
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第53図第16号士堀及び出t逍物 (1/30・1 / 3) 
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ロ
l. 暗淡灰色)_ ),¥¥色粒子を含む

2, 黄灰色 :L 黄色粒子を含む

3、明使褐色上灰色粒fを含む
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“ ゜ 1m 

しまり弱 粘性弱

しまり弱 粘性弱

しまり弱 粘性船i

第5i!図第17号 l脳 (1/30) 

(16) 第16号十以~I (第53図）

A-3•B~3 グリッド境界部、第15 号直の北西約40cmに位附する。長軋lrllOcm、短軸100

cm平面プラン梢円形を星する。深さ43cm。断面キンチャク刑に類する形態を星する。

O第16号十欺出上遺物（第53図）

全て胴部。 1.隆線で施文される。地文はLR縄文。 2.降線と沈線で施文される。地文はRし縄

文。 3. 沈線で施文される。地文はRL縄文。

帰属はV群と推定される。

(17) 第17号十城（第54図）

B-2グリッド内、第16号じ檄の南西約1.5mに位脱する。長軸47cm、短軸37cm。平面プラン
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1. 暗茶褐色土 焼上粒子・炭化粒子を少lll含む

2. 暗敢灰色土 焼土プロック• 黒色プロックを含む

しまり弱 粘性弱

しまり弱 粘性やや強

゜l 一9

10cm 

第55図 第18号」湛質及び出上追物 (1/30• 1 / 3) 

不整円形を呈する。深さ20cm。隙は急角度で立ち上がる。出七遺物は無かった。

(18) 第18号上塙（第55図）

B-3グリッド内、第17号t堀の南東約50cmに位置する。長軸93cm、短軸80cm。平面プラン不

整円形を呈する。小咽の七堀 2屈と切り合う。深さ43cm。隈はほぼ畢直に立ち上がる。

O第18号寸翡姐廿t遺物（第55図）

l. II縁部。 II唇部を欠損する。隆線と沈線で施文される。 2°3、胴部。 2. 地文は Lの撚

糸文と推定される。 3.偽縄文を地文とする。

帰属は 1がV群、 2・3は不明。

(19) 第19号上堀（第56図）

B --3グリッド内、第18号lこ堀の南西約40cmに位置する。長軸130cm、短軸90cm。平rrriプラン

不整桁円形を呈する。南西の上堀（第19号 L堀（新））は、北東の十撒の開没後の構築と推定さ

れる。深さはILil翡礼76cm、新日廣46cm。峨はほぼ垂直に立ち上がる。

O第19号上堀出t遺物（第56図）

1. LI縁部。沈線で施文される。

2. LI縁部。沈線で施文される。補修孔を有する。 3. JJ詞部。条線文が施文される。

帰属は V群• VI群と推定される。

(20) 第20号十城（第57図）

B-3グリッド内、 B区北束端に位置する。倒木痕と切り合う。長！柚130cm、短軋[1110cm。平面
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I. 暗黄褐色土口—・ム粒了• 黒色粒子を含む しまり弱 粘竹強

2' 明黄灰色士， 0 ームプロック・焦色粒fを多凩に含む しまり弱 粘性怖

3' ロームプロック

P>
2
 

.))3 

0 10cm 
I I _….. I 

第56図第19号上lJfli及び出J:辿物 (1/30• 1 / 3) 

プラン不整円形を星する。深さ35cm。堺は明確ではないか、急角度で立ちJj料る様である。倒木

後の構築と推定される。内部より直径 5~20cmの礫が多吊に出 I 一｀した。

0第20号L:堀出t追物（第58図）

1• 2、「I縁部。 1.降線で施文される。 3.頸部。沈線で施文される。地文は撚糸文L。

4・5、打製石斧。 4.現長8.1cm、最大幅3.8cm、最大厚1.3cm、現州58.7g。刃部を欠損する。

石質はホルンフェルス。 5.全艮9.4cm、刃幅3.2cm、最大厚1.1cm、重さ 55.4g。令体的に風化が

著しい。石質はホルンフェルス。 6. 麿石。現長6.9cm、幅7.7 cm、最大厚3.1cm、現屯390g。一

部欠損する。本来は断面長楕円形を足する、平滑な長桁円礫であったと推定される。図中1E背面

に磨痕、上端部と左側縁部に敲打痕が忍められる。石質は輝石安山岩。

帰属は V群• VI群と推定される。

(21) 第21号十城（第57図）

B-3 グリッド内、第20号上堀の南約65cmに位••四する。但径約85cm。平面プランほば円形を呈する。
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第20号I城」：屑説明

I. 茶褐色土煤色粒子を含む しまり弱 粘性やや強
2. Iりl黄褐色I: ・焼_jー：粒子・凶色粒子を含む しまり i]s/ 粘性やや強
3. 貨灰色—I一．焼:t粒子を含む しまり弱 粘軋やや強
1. 黒色十

5. 暗茶褐色J: nーム粒子・炭化粒子を含む しより弱 粘刊やや強
6. 黒褐色 f 炭化粒子を含む し吐り弱 粘性やや強
7. I! 酎的k色土 O ーム粒子を含む しまり弱 粘性やや強

第21 号」•炒u層説明

1, 褐 色 I・（］） ローム粒'r・・ 白色粒子• 炭化粒f-を含む しまり ~l l紐]'やや強
2. 褐 色」:121 ロ・→ム粒―f• I打色粒f-・ 炭化粒子を多籍1こ含む しまり弱 粘性やや強
3、黄灰色 I

第57図第20号• 第21号士堀 (1/30) 

―-53 ---



喝□/]ー 口
P

P

 

2
 

A 

こ
4~ □） 5 

口ーー／〗
6
 

。
10cm 

第58図第20号」＿．堀出I辿物 (I/3) 

咄はほば亜直に立ち卜がる。北東端部が倒木により損壊している。

O第21号上堀出L逍物（第59図•第60図）

1~6 、 17縁部。 1. 11唇部を欠損する。沈線で施文される。地文はLR縄文。 2. 沈線で施

文される。地文はRL縄文。 4. 降線と沈線で施文される。地文はRL縄文。 5. 降線で施文され

る。地文はLRらしき縄文。 6. 隆線と沈線で施文される。 7~14、胴部。 7. 地文は撚糸文Lo

8~13、沈線で施文される。暦泊しが伴う。地文は 7~11がRL縄文、 12• 13がLR縄文。 14. 降

線で施文される。地文はRL縄文。

15. LI縁部。外面に沈線、内面に刺突で施文される。

16• 17、胴部。 16. 隆線と刺突で施文される。地文は条線。 17. 胴部。沈線で施文される。

18. 底部。底径5.4cm。
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第59図第21号卜堀出t逍物(l)(l/3)
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第60図第21号土堀出士追物(2)(1 / 3) 

帰属はV群• VI群と推定される。

(22) 第22号土堀（第61図）

C-3グリッド内、第 3トレンチ東端部に位置する。長軸79cm、短軸65cm。平面プラン不整円

形を呈する。深さ26cm。壁は外湾しつつ忽角度で立ち上がる。内部ほぼ全面に被熱による赤化、

焼士が確認されている。また、深鉢が正位で埋設されていた。

O第22号十掘糾i土遺物（第61図•第62図）

第61図1. 深鉢である。 LI屑部及び底部を欠失する。胴部L半に、沈線で施文されている。

2• 3、全て胴部。 2. 抑引文で施文される。 3. 地文は条線。

帰属は II 群 •V群• VI群と推定される。

(23) 第23号L堀（第63図）

C-3グリッド内、第22号上堀の東約3.3mに位i置する。直径約150cm。平面プランほぼ円形を

星する。一部棚状となる。深さ87cm。且爵はほぼ畢直に立ち卜がる。

0第23号 j翡lii:111上遺物（第64[叉I. 第65図）

1. LI縁部。降線と沈線で施文される。地文はLR らしき縄文。 2~1 、 Ill叫部。 2. 地文は条

線。 3. 沈線で施文される。地文はLR縄文。 1. 沈線で施文される。

5。6.胴部。 5.沈線で施文される。地文は［ぶ縄文。 6.沈線で施文される。地文はLR縄文。

7~14、|」縁部。 7·8 、沈線と刺突で施文される。 9. 沈線で施文される。 10. 沈線で施文

される。 11 ・ 12、沈線と刺突で施文される。 15~19、胴部。沈線で施文される。 15 は刺突も施文

される。 20. 底部。推定）氏径約11cm。

21. 打製石斧。現長7.9cm、刃幅3.8cm、最人厚1.8cm、屯さ11.8g。風化が著しい。石質はホル

ンフェルス。 22. 磨製石斧。現長7.3cm、刃幅4.8cm、最大厚2.7cm、重さいog。両側縁は敲打に

より調整されるが、頭部は打割面を残す。刃部と側縁部ト・半に面取り状の磨痕を残す。石質は凝

灰岩であろう。
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1 暗放褐色—tー． 炭化粒r・白色粒fを微屈含む

2. 明虹褐色 !.Ill 炭化粒子を少殷含む

3. Iリl黄褐色 1:12) 焼tプロノク・炭化プロノクを多屈に含む

しまりllJ
しまり強

しまり強

粘性弱

粘性弱
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第61図 第22号t堀及ひ出上遺物 (I/30• 1 / 3) 
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1, ローム—l: 小礫を多量に含む しまり強 粘性弱

2, 黒褐色土焼土粒子・白色粒子・炭化粒子を多揖に含む しまり弱 粘性弱

3. 暗黒褐色—t 焼土粒子• 黒色粒1を多爵に含む しまり弱 粘性弱

4, 暗貨褐色士白色粒子・県色粒fを多置に含む しまり弱 粘性弱

゜
1m 

第63図第23号寸城 (1/30) 

帰属はV群.VI群と推定される。

(24) 第24号土堀（第66図）

C-4グリッド内、第23号」滉廣に東接する。長軸150cm、短軸130cm。変面プラン楕円形を星す

る。深さ118cm。断面がキンチャク型に類する形態を星する。

O第24号土壊出土遺物（第67図～第71図）

第67図 1. 胴部。沈線で施文される。地文はRL縄文。

2-6 、口縁部。 2• 3、隆線と沈線で施文される。 2の地文はRL縄文。 4-6、沈線で施

文される。地文は 4。5がRL縄文、 6がLR縄文。 7'-23、胴部。 7. 隆線と沈線で施文される。

地文はRL縄文。 8• 9. 沈線で施文される。 8の地文はRL縄文、 9の地文はRLとLRの結節縄

文と推定される。 10-13、沈線で施文される。磨消しを伴う。地文は全てRL縄文。 14-19、地

文は条線。 20. 沈線で連弧文が描出される。地文は撚糸文L。21.地文は撚糸文L。22. 地文は

条線。一部削りらしき痕跡が認められる。 23. 地文は、 LRR縄文と推定される。

24~38、 [J縁部。 24~27、沈線で施文される。 28. 沈線と刺突で施文される。 29-33、沈線と

刺突で施文される。 34.沈線で施文される。地文は条線。 35.地文は条線。 36.沈線で施文される。
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1. 黄褐色土黒色粒子を微屈含む

2. 黒褐色十 焼七プロック・白色粒子・炭化粒子を多軌に含む

3. 暗黒褐色十． 焼土粒f・馬色粒子を含む

4. 賠黄褐色土 白色粒子• 黒色粒子を多計に含む

5. 明黄灰色土 黒色プロックを含む

6. II音黄灰色上 焼士粒子・炭化粒子を少屈含む

しまり強

しまり弱

しまり強

しまり強

しまり弱

しまり弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性やや強

粘性強

第66図第24 号• 第25号上堀 (1/10) 
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第71図第24吐l翡祖H:L:辿物(5)CJ取寸 ・l/3) 

38. 降線と沈線で施文される。 39~64、 m叶部。 39~47、沈線と刺突で施文される。 48~60、沈線

で施文される。 61. 刺突を伴う貼付文と沈線で施文される。 64. 沈線で施文される。 65~69、底

剖；。 65. 推定／氏径約11cm。66. 推定l氏径約6.5cm。67. 推定底径約 7cm。68. 推定底径約 7cm。

69. 推定I氏径約4.5cm。70. -I製円盤。長径5.5cm、知径約4.8cm、厄さ 1.1cm、現屯31.lg。降線

を残す。地文はRL縄文。

第71図 l. 石鏃。現長2.9cm、最大幅2.4cm、最大/•/4.0cm、現屯2.5 g。先端部を欠損する。形

態は[I「虞無茎。石質はホルンフェルス。 2. 打製石斧。視長5.1cm、刃輻5.8cm、最大肛1.1cm現屯

41.1 g。 1 ゞド部と卜平部を欠旧する。 I原礫而の—·i'附を残す。石質はホルンフェルス。

帰属は IV群~VI群と推定される。

(251 ui2s号L堀（第66図）

C-4グリッド内、第24号□廣に接する。長軸376cm、短軸150cm。平1fliプラン長柏円形を吊す

る。深さ43cm。底部は東部がやや落ち込み、限は緩やかに外湾しつつ立ち I・.がる。出t追物は無

tヽ
゜

iv. トレンチ及びトレンチ内出I:追物（第 7 図• 第72図～第93図）

IV章で叫述した様に、 トレンチ調査によって、旧河川流路が確忍され、覆L中より多吊の追物

が出tした。本瑣では、各トレンチの概杖と出t逍物を一括して記述する。なお、出I:追物の記

述は屈本的に前瑣に準じる。
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(1) 第 1 トレンチ（第 7 図• 第72図）

D-2、E-2、E-3、F-3の各グリッドの範囲内に、 N-39°-Wを主軸として設定し

た。幅約 2m、全長約23m。確認された地山は、起点より極めて緩やかに傾斜し、約10.5mの地

点で段状にやや落ち込む。 13mの地点より幅約 5mの流路跡が確認された。土層的には明確な差

異が忍められるが、人為性を認め得る確証が無い。 トレンチ両端部の比高差は約1.3mを測る。

(2) 第 2 トレンチ（第 7 図•第72図）

D-2、D-3、E-3の各グリッドの範囲内に、 N-60°-Wを主軸として設定した。幅約

2m、全長約20m。地山面は、起点より約7.2mの地点で幅約 3rnの極めて浅い落ち込みが確詔

されたが全般的に極めて緩やかに傾斜している。 トレンチ両端部の比高差は約1.2rnである。

(3) 第 3 トレンチ（第 7 図• 第72図）

C-2・C-3グリッドの範囲内で、 N-88°-Wを主軸として設定された。幅約 2m、全長

6-7m。起点より約3.6mに極めて僅かな段差が行るものの、全般にほば平坦。 トレンチ両端

部の比高差は殆ど無い。

(4) 第 4トレンチ（第 7図）

D-2グリッド内、第 J• 第 2トレンチの合流部、辿物II', ―L吊の極めて多い範開の追謁査を目

的として設定した。

O第 1トレンチ/1¥I・. I・. 器（第73図～第81図）

1~3 、 II縁部。 l• 2、貼付文で施文される。 2は11桝部に刻文が施文される。地文は沈線

文。 3. 竹管文で施文される。 4~6 、 /llrl 部。 4·5 、竹管文で施文される。 4の地文はRし縄

文。 6. 刺突で施文される。一部に赤色冷彩の痕跡を残す。

7• 8 、 LI緑乳II。降線、竹管文、刺突で施文される。 9~12、 /JI叫粋I~。 9. 降線、角抑文、刺突

で施文される。 10~12、降線、沈線、刺突で施文される。

13~71 、 I I縁部。 13. JI古付文、沈線、刺突で施文される。 14・15、II唇部欠似。把手柚部。沈

線で施文される。 16~18、降線と沈線で施文される。 19~21、降線で施文される。 21の地文はR

し縄文。 22• 23、降線と沈線で施文される。 23の地文はRL縄文。 24• 25、把手部。 24は一部、 2

5 は全部を欠樹する。沈線で施文される。 24の地文はRL縄文。 26• 27、降線と沈線で施文される。

26の地文は撚糸文L 。 28·29、貼付文、隆線、沈線で施文される。 30~50、降線と沈線で施文さ

れる。 31~34、地文はRL縄文。 31 、 32 、 34 は無文帯を行する。 35. 降線で施文される。波状11

縁を呈する。地文はlぶ縄文。 36~41、地文はRL縄文。 37, i, 皮状11縁を望する。 42. 地文はLR

縄文。合撚の可能性釘り。 43. 地文はRL縄文。 44• 45、地文は撚糸文L 。 46~51、沈線で施文

される。 52. 降線と沈線で施文される。 53~58、沈線で施文される。 53. 地文はIぶらしき縄文。

54・55、波状l―l縁を呈する。 55の地文は条線か。 56, 地文はRL縄文。 57. 沈線で施文される。
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58. 地文はRL縄文。 59. 波状LI縁を呈する。 60. 地文はRL縄文。 61. 沈線で施文される。地文

はLR縄文。 62. 波状u縁を呈する。沈線で施文される。地文はLR縄文。 63. 沈線で蕨手文か施

文される。地文はRL縄文。 64. 沈線で施文される。地文はRL縄文。 65. 沈線で施文される。 66.

地文はRL縄文。 67~69、地文は条線。 70. 隆線と沈線で施文される。地文は条線。 71~115、頸

部~)Jin]部。 71 。 72、側文帯を有する。地文はRL縄文。 73·74、隆線で施文される。 73. 地文は

撚糸文L。71. 地文はRL らしき縄文。 75• 76、沈線で施文される。地文はHL縄文。 77・78、降

線と沈線で施文される。地文はHL縄文。 79~82、降線で施文される。地文は79~81 かRL縄文、

82が撚糸文 L 。 83• 84、降線と沈線で施文される。地文はRL縄文。 86~91、降線で施文される。

地文は86• 89が撚糸文 L 、 87がLR縄文、 88がHL縄文。 92~115、胴部。 92~103、沈線で施文さ
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れる。地文は全てRL縄文。 104~107、沈線で施文される。磨消しが伴う地文は全てRL縄文。 10

8~110、沈線で施文される。地文は条線。 111~113、沈線で施文される。地文は111 ・ 112• 114・ 

115が撚糸文L、113が撚糸文R。

116~118、浅鉢の屈曲部と推定される。 116·117、沈線と刺突で施文される。 118. 刺突で施

文される。

119・120、口縁部。 119. 沈線で施文される。 120. 降線と沈線で施文される。 121~121、胴部。

123以外は隆線と沈線で施文される。地文は全て矢羽状沈線文。

125~132、口縁部。 125. 隆線、沈線、刺突で施文される。 126~132、連弧文等が施文される。

126. 波状口縁を呈する。地文は撚糸文L 。 127~129、 131 ・ 132がRL縄文、 130. 条線。

131・132は「l唇部を欠損する。

133• 134、胴部。陥線で施文される。

135. 沈線で施文される。地文は条線。

136~141、浅鉢の LI縁部であろう。

142~148、口縁部。 142. 沈線と刺突で施文される。 113~146、沈線で施文される。 145. 「l唇

部内面に突帯が巡る。 118. 沈線で施文される。 149~166、胴部。 149~151、沈線で施文される。

地文は全てRL縄文。 152~154、沈線と刺突で施文される。 155~162、沈線で施文される。 163.

沈線と刺突で施文される。 164~166. 条線が施文される。 167. 注「,~上器の注 I] 部。 168~173 、

底部。 168. 推定底径約10.5cm。地文は条線。 169. 推定L」径約10cm。170. 推定底祥約11cm。]71. 

推定）氏径約 9cm。172. 推定底径約8.5cm。173. 推定底径約 7Clllo 

帰属は概ね 1I 群~vr群と推定される。

O第 2トレンチ出I一:l: 器（第82図～第84図）

l. l I縁部。地文はRL縄文。

2~5 、 [J縁部。全て竹管文が招i/L'r される。 5. 地文はRL縄文。 6~12、 /Jin] 部。 6. 竹管文

と刺突で施文される。地文はRL縄文。 7. 竹管文が拙出される。地文はRL縄文。 9. 竹管文と

沈線で施文される。 10. 竹管文と爪形文で施文される。地文はRL縄文。 11・12、沈線と刺突で

施文される。地文はRL縄文。 13. 地文はRLの羽状縄文。 11¥. 地文は撚糸文L。

15~23、 l I縁部。 15~21、降線と沈線で施文される。地文は15~17がRL縄文、 18 。 20が撚糸

文L、19が撚糸文R。21. 沈線で施文される。地文はRL縄文。 22. i皮状r_, 縁を呈する。降線で

施文される。 23. 把手址部。降線と沈線で施文される。地文は撚糸文L 。 24~34、胴部。 24. 隆

線で施文される。地文はLR縄文。 25. 無文帯を行する。地文はRL縄文。 26. 降線と沈線で施文

される。 27・28、沈線で施文される。地文はRL縄文。 29. 沈線で施文される。磨梢しを伴う。

地文はLR縄文。 30. 降線で施文される。地文は原体Rを）tJいた網日状撚糸文と推定される。 31.

沈線で施文される。 32, 連弧文が描出される。地文はRL縄文。

33~:-36、「l縁部。 3:l. 沈線と刺突で施文される。 34. 波状LI縁を旱する。沈線と刺突で施文さ

れる。 35. 沈線で施文される。 36. 波状LI縁を呈する。刺突で施文される。 37~42 、 Ill叫部。 37 。
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38、沈線と刺突で施文される。 39. 沈線で施文される。 41. 斜格了廿文が描出される。 42. 沈線

で施文される。 43-45、I氏部。 43. 推定I氏径約9.5cm。地文はRL縄文。 44. 推定底径約 8cm。地

文はRL縄文。 45. 推定底径約 7cm。地文は撚糸文L。

帰属は I 群~VI群と推定される。

0第3トレンチ出土」-.器（第85図）

1~6 、胴部。 1. 幾何学文が描出される。 2. 抑引文で施文される。 3.沈線で施文される。

6. 地文はRし縄文。 7. 底部。底径8.9crn。

冊属は一部を除き I 群• II群と推定される。

0第 4 トレンチ出j·_遺物（第86図• 第87図）

1~5 、胴部。 1·2 、}胴 I 文が描出される。 1 の地文はLR縄文。 3, 沈線と刻日により抑

引文状の効果を描化している。 4• 5、沈線と刺突で施文される。

6• 7、胴部。 6は隆線と角抑文で、 7は降線とれI叫文で施文される。地文はRL縄文。

8~16、 1二l 縁部。 8. 貼付文と沈線で施文される。 9~13、隆線と沈線で施文される。地文は

全てRL縄文。 14. 貼付文と沈線で施文される。地文はRL縄文。 15• 16、沈線で施文される。地
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文はLR縄文。 18. 沈線で施文される。無文帯を行する。地文はRL縄文。 19. 刺突で施文される。
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20~26、胴部。 20• 21、隆線で施文される。 21の地文は撚糸文L 。 22~24、沈線で施文される。

地文は22• 24がRL縄文、 23がLR縄文。 25• 26、沈線で施文される。磨消しが伴う。地文はRL

縄文。

27. 口縁部。沈線と刺突で施文される。磨消しが伴う。地文はRL縄文。 28• 29、胴部。弧線

文が描出される。

30. U縁部。隆線と沈線で施文される。 31. 胴部。沈線と刺突で施文される。

32~35、口縁部。 32. 沈線で施文される。地文はRLらしき縄文。 35. 把手部。沈線と刺突で

施文される。 36~38、胴部。 36. 沈線で施文される。 37. 条線で施文される。 38. 弧線文が描出

される。

39・40、底部。 39. 推定底径約10.5cm。40. 推定底径約13cm。

帰属は II 群~VI群と推定される。

〇トレンチ内出上上製品（第88図）

1. 耳飾。直径3.8cm、最大厚2.3cm。重さ39.6g。両tfoの中心部に串状丁具による刺突をイjす

る。貫通はしていない。図中ん側に仰かに赤彩の痕跡がイi る。第 2 トレンチ川上。 2• 3、,~_製

円盤。 2. 直径約3.8cm、厚さ約1.6cm、現咀21.0g。地文はRL縄文。 3. 直径約 3cm、厚さ

0.8cm、現屯8.8g。沈線を残す。地文はRL縄文。 2は第 2トレンチ、 3は第 4トレンチ/JU・.。

〇トレンチ内出lー：石器（第89図～第93図）

第89図 1・2、石銚。 1. 現長2.0cm、最大輻l.0cm、最大厚0.25cm、現屯0.7g。両脚部を欠拍

する。形態は凹址無茎。 MM整はい釈。石賀はチャート。第 1トレンチ出!・.。 2. 現長2.3cm、最

人幅1.9cm、最大厚0.5cm、現屯2_9g。完形。形態は平柚無茎。縁辺の調整は『寧。石質はチャー

ト。節 2トレンチ出上。 3. 石錐。現長 3cm、摘み部最大輻2.2cm、ij叫部最大幅0.9cm、現重4_7g。

先端部を欠損。 ij叫部の調整はい釈。石質はホルンフェルス。第 lトレンチ/l'rl:。 4. 石箆に類す

ると思われる。全長8.4cm、最人幅4.9cm、最大厄2.8cm、重さ 125g。原礫rhiをほぼ残す。風化が

著しい。石質はホルンフェルス。第 2トレンチ11¥L。 5. 二次謁整された剥片である。視長3.1

cm、最大幅:3.5cm、最大厚0.9cm、現重10.lg。図中卜雌切ゞ比較的細かく調整されている。石質は

ホルンフェルス。第 1トレンチ廿： [・.o 

第90図。第91図、石斧類。第90図 1~4 、第 1 トレンチ出Lの打製石斧。 1 . 現長8.6cm、最

大幅3.6cm、最大厚0.9cm、現董45.'7g。刃{';fl欠祖。原礫面を残す。石質は凝灰岩。 2. 現長9.2cm、

最大輻3.5cm、最大厚1.2cm、現重49.7g。刃部欠損。風化が著しい。石質はホルンフェルス。 3.

現長9.5cm、最人幅4.6cm、最大厚2.1cm、現市140g。敲打による調整が施されている。刃部は内

生使川されていると推定される。石質は砂岩。 4. 現艮11cm、最大幅5.9cm、最大厚2.4cm、現重

170 g 。刃部を欠損する。石質は砂岩。 5~8 、第 2 トレンチ出上の打製石斧及び磨製石斧。 5. 

仝長8.6cm、最大幅4.8cm、最大厚1.5cm、現屯71.6g。刃部を一部欠損する。石質は砂岩。 6. 現長10.

3cm、刃幅5.2cm、最大厚1.8cm、現重110g。刃部は剥離面をそのまま使川している。石質は砂岩。
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7. 現長9.2cm、刃幅3.9cm、最大厚1.7cm、現.[{77.1g。刃部は節理面より一部断裂している。調

整は粗雑。石質はホルンフェルス。 8. 現長9.1cm、最大幅4.2cm、最大厚2.4cm、現屯140g。下

半部欠損。敲打による調整が施されている。石質は凝灰岩。

第叫叉11。2、第 3トレンチ出上の打製石斧。 1. 令長11.7 cm、最大輻6.6cm、最人厚2.6cm、

現重190g。刃部を一部欠損する。一部に敲打調整らしき痕跡が忍められる。全体に風化が著し

い。石質はホルンフェルス。 2. 全長 9cm、刃幅3.7cm、最大厚0.8cm、現屯48.6g。原礫面の大

半を残す。石質は頁岩。 3~6 、第 4 トレンチ出上の打製石斧及び磨製石斧。 3. 現長9.5cm、
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トレンチ出十わ器(4)(1 / 4) 

最人輻5.5cm、最人厚1.5cm、現重33.4g。対部を欠損する。全体的に風化が著しい。石質はホル

ンフェルス。 4. 全長 9cm、刃輻4.4cm、最大厚1.2cm、現重150g。刃部のごく一部を欠損する。

一部に研磨による調整痕が認められる。 5. 現長7.3cm、最大幅4.1cm、最大厚1.8cm、現重77_3g。

刃部を欠狽する。一部に原礫面を残す。石質はホルンフェルス。 6. 現長10.2cm、最大幅1.6cm、

最大厚1.9cm、現墾68.4g。研磨による調整がほぼ全rf1iに忍められる。石質はホルンフェルス。
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第92図、朋石・ p「I石類。 1~4 、第 1 トレンチ出 I 一。 l. 視存長径6.7cm、知祥6.7cm、最人1以

3.0cm、現重195g。一部欠樹するが、本米は断面長桁I月形を吊する偏平な桁円礫であったと推定

される。化背rrnに料痕及び凹みを化する。石質は灼以lイi質‘灰山料。 2. 現行長径6.6cm、短径9.2

cm、最大匝3.5cm、現屯430g。一部欠肌するが、本米は、断rtri長桁円形を望する伽iゞドな柏刊礫で

あったと推定される。化背面に崩痕、中央部にp「lみを行する。石質は角閃石質安山岩。 1l. 長径

12.5cm、短径6.5cm、最大厚4.8cm、現屯550g。断rt廿長方形を惜する11り方体耶の礫である。各rfriは

敲打及び研磨による面取りによるものであり、この内四面に、人為的な凹みが認められる。石質

は輝石安山岩。 5• 6、第 2トレンチll'rト。 5. 現存長径8.4cm、短径7.6cm、最大厚3.4cm、現重

370g 。断rfti隅丸—~-角形を星し、本米はやや偏平気味の長楕円礫であったと推定される。正背面

に料痕が忍められる。石質は角杖l石質安山岩。 6. 長径10.2cm、短径8.2cm、最大l旱3.7cm、現屯

465g。断面長桁円形を屋する平滑な桁円礫である。 i「背而及び I・端に崩痕がi忍められる。石質

は角閃石質安山岩。 7. 第 3トレンチ出上。長径9.9cm、短径7.1cm、最大厚5.2cm、現重485g。

断面不整楕円形を旱する桁円礫である。 l・［背面に凹みが認められる。石質は輝石安山宕。

第93図、石皿。長径26.8cm、短径24.5cm、厚さ5.8cm、現重約 6kg。図中右側縁が調柩されてい
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るが、断而長楕円形を呈する偏平な円礫である。中央部に囲径約20cmの磨痕を残す。石質は安山

岩。第 3トレンチ出上。

V. 表採遺物（第94図～第100図）

0卜器類（第94図～第98図）

1~1 、刷部。 1 ・ 2 、地文はRL縄文。 3. 貼付文が描出される。地文は条線。 4. 押引文

と刺突で施文される。

5~23、 ,-1 縁部。 5. 降線で施文される。 6~14、降線と沈線で施文される。地文は G~12が

HL縄文、 13·14が撚糸文 L 。 15~17、沈線で施文される。地文はRL縄文。 18. 地文はHL縄文。

19. 波状文が描出される。地文はRL縄文。 20. 沈線で施文される。地文はRL縄文。 2J• 22、沈

線で施文される。地文は21がLIむの縄巻縄文、 22が条線。 23. 沈線と刺突で施文される。 24~27 、

頸部。 24~26. Vi糸線と沈線で施文される。地文は24がRL縄文、 26が撚糸文 L。27. 沈線で施文

される。地文はLR縄文。 28~12 、 Jll,U 部。 28. 降線で施文される。地文は撚糸文 L 。 29~:32. 沈

線で施文される。地文は30がLR縄文、他はRL縄文。 33~37、沈線で施文される。料泊しが伴う。

地文は31 。 35• 37がl凪縄文、他はm,縄文。 38. 地文はHL縄文。 39. 波状文が描出される。 10

~12、地文は条線。 42 は沈線で施文される。 43. 浅鉢のJ:ri rill部。沈線で施文される。

44• 15、II縁部。降線と沈線で施文される。 46・47、顕部。沈線で施文される。 46の地文は条

線。 48. 降線と沈線で施文される。地文は矢羽状沈線文。 19• 50、!JI叫部。 19.沈線で施文される。

地文は撚糸文L。50. 沈線と刺突で施文される。

51~63、 I I縁部。 51. 沈線で施文される。地文はLR縄文。 52・53、沈線と刺突で施文される。

51沈線で施文される。 55. 沈線で施文される。地文は条線。 56~59、沈線で施文される。 60、降

線で施文される。 Gl. 朴ll修孔が忍められる。 62• 63 、 11朽部が内屈する。 64~80、 )Jl,iJ 部。 61. 沈

線で施文される。地文はHし縄文。 65~68、沈線と刺突で施文される。 69~74、沈線で施文され

る。 75. 斜格-(f-j文が描出される。 76. 条線文が描出される。 77・78、j;;J刈刈体のIrJ能性が贔い。

80. 沈線で施文される。班泊しが伴う。地文は条線。

81. 器台。円孔をイ［する。

82~87、 I氏部。 82. 推疋底径11.5cm。地文は条線。 83~85、降線と沈線で施文される。 8'.3. 推

定底径約11cm。地文はRL縄文。 81. 推定底径約10cm。85. 推定）氏径約7.5cm。86. 推定I氏径約8

5cm。87. 推定底径約 8cm。

帰属は概ね I 群~VI群と推定される。

（）表採石器（第99図• 第100図）

第99図、石斧類。 l. 現長8.9cm、最大輻3.4cm、最人／享1.4cm、現重50g。仝体の約 1/3を欠

損する。石質はホルンフェルス。 2. 現長9.2cm、最人輻4.6cm、最大肛1.8cm、現重105g。刃部

を欠損する。原礫面の過半を残す。石質はホルンフェルス。 3. 全長8.4cm、刃輻4.8cm、最大厄

1.4cm、現屯60.6g。I以礫rtliを.部残す。石質はホルンフェルス。 4. 仝長7.9cm、刃幅4.5cm、最

-91-



ロ
4
 

／暑言曇也f）,, 22 . .  > 23 
20 

第94図表採十船(l)(1/3) 

-92-



36 

疇
9

2

 

3

4

 

-, 

,
.
j
 

／
 

、

9

ーl
l
 

゜
10cm 

第95図表採+器(2)(1 / 3) 

~93--



；やツ、~ ~--- 極

•.. 一 ’胃:;
蒻贔靡

49 

疇
•u 

58 59 
56 

10cm 

第96図表採l渇怜(3)(1 / 3) 

~94-· 



第97図表採t器(4)(1 / 3) 

-95-



82 

凪_!}

＇ ロ8 ー

＼ □  
83 

84 

／ニニ L_JL1.,
゜

10cm 

第98図表採t器(5)(1 / 3) 

大厚1.2cm、現重61.3g。原礫面の過半を残す。石質は砂岩。 5. 仝長9.7cm、刃幅6.1cm、最大J厚

2.1cm、現岨145g。原礫rftiの過半を残す。石質はホルンフェルス。 6. 現長10.7cm、最大幅4.2cm、

最大厄1.6cm、現玉94.3g。刃部欠損。加礫面の一部を残す。石質はホルンフェルス。 7.全長13.

9cm、刃輻6.6cm、最人厚2.9cm、現屯305g。原礫面の過‘ドを残す。石質は砂岩。 8. 磨製石斧の

頭部。現長5.6cm、最人幅4.5cm、最大厚2.6cm、現雨105g。面取りは丁寧。石質は凝灰岩。

第103図、磨石及び凹石。 1. 囲径12.1cm、厚さ4.3cm、重さ 990g。断面長楕円形を星する平

滑な円礫である。］［．惰．．．背伽に磨痕を打する。石質は安山岩。 2. 現存長径8.1cm、短径7.2cm、府さ

3.6cm、現重395g。断而楕円形を呈し、図中ド端を欠損するが、本来は偏平な楕円礫であったと
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推定される。石質は安山岩。

vi. 倒木痕i廿lヽ：遺物（第101図～第105図）

今同の発掘調査区よりは 3カ所の倒木痕が検出され、これらからも遺物が出!.している。本珀

では、これらの遺物について記述する事とする。（倒木痕の位附については第 7図を参照。）

()第 1倒木痕出!:J.器（第101図）

1~1 、 II縁部。 1. 降線と沈線で施文される。 2• 3、沈線で施文される。地文はRL縄文。

4沈線LにLH縄文、 ドにRL縄文が施文される。 5~12、胴部。 5·6 、降線と沈線で施文され

る。地文はRL縄文。 7. 沈線で施文される。地文はLR縄文。 8・9、隆線で施文される。地文

はHL縄文。 10.地文はRL縄文。 11. 地文はLR縄文。 12. 沈線で施文される。地文はRL縄文。

13. 胴部。沈線で施文される。

14。15、/JI吋部。沈線と刺突で施文される。

16・17、底部。 16. 沈線で施文される。推定｝氏径約5.5cm。17. 推定底径約 9cm。

帰属はV群• VI群と推定される。

0第 2倒木痕出上l淋片（第102図）

胴部。沈線と刺突で施文される。

帰属はVI群と推定される。
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第103図第3倒木痕出上上器(1)(1 / 3) 

0第 3 倒木痕出上上器（第103図• 第104図）

1-9、LI縁部。 1-3、降線と沈線で施文される。地文は 1・3がLR縄文、 2がRL縄文。

4• 5 、沈線で蕨手状文等が描出される。地文はRL縄文。 6~8 、波状文が描出される。地文
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は 6• 8がLR縄文、 7がLR縄文の合撚。 9. 沈線で施文される。地文は条線。 10~15、胴部。

10. 沈線で施文される。暦消しが伴う。地文はHし縄文。 11. 沈線で施文される。地文はRL縄文。

12~14、沈線で施文される。附消しが伴う。地文は12·13がHL縄文、 14がLR縄文。 15. 沈線で

蕨手状文等が描出される。地文はLH縄文。 16°17、底部。 16• 17、沈線で施文される。 16. 底

径7.5cm。17. 底径5.1cm。

帰属はV群と推定される。
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O倒木痕内出t石器（弟105図）

1. 第 1倒木痕IllL。全長6.4cm、最大輻1.3cm、Jリさ 1.1cm、現屯14.1g。仝体に風化している。

石質はホルンフェルス。本資料の川途は不明だが、打製石斧に類する製i州のrrJ能性か打る。

2• 3、第 3倒木痕出卜。打製石斧。

屈1礫爪iをほぼ残す。やや風化している。石質は砂店。

2. 全長10.4cm、刃幅1.4cm、最大l厚1.5cm、現t+¥:96.1g。

3. 令長10.2cm、刃輻4.6cm、最大厚1.8cm、

現重94.6g。石質は砂岩。

VI. 結 石
N・

1

T•I ．．
 

今jii]の発掘闊査において確認された逍跡の概況に関して、若Iこのまとめと考察を記述する。

0検出遺構について

住店跡は、 2軒とも床而以上が削平されており、その仝休が明確ではないが、第 1号住居跡の

場合、尉内炉跡に転）IJされた辿弧文I:器のモチーフと施文状態から、加薗利EII 式期後半~JJ[I 曽

利Em式期初頭頃の構築の可能，性を行している。第 2号什屈跡は、時期を確定し得る逍物が出/・

していないが、杜穴跡より加薗利Err式期の卜閤器が/f¥Lした事、本住屈跡確認面のLJ曽に堆柏す

る包含屑が、加曽利EII式以降の遺物を主体としていた事から、現状では加曽利EII式期の構築

の可能性が閻いと推定される。 この 2軒は、上記の様な状況から、ほぼ同時期の構築となるが、

依然不明確な点も残るため、両者に時間差が存在する可能性は念頭に置かねばならない。 lー：堀群

は、切合等により詳細不明なものも含めて、総数36)店を検出した。番号を付して記述した上堀は
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そのうちの34柚だが、ほぼ中期後半～後期前半に構築されている。具体的な時期区分は下記の様

に想定される (A1. 3. 5. 9. 10. 14. 17. 25の8基は出土遺物が無い、或いは極めて少な

いために、遺物の帰属区分は可能であったが具体的時期判定に至らず、除外している。）。

小台遺跡等 4次発掘調査検出遺構 変遷一覧表

遺構
住 居 跡 ± 壊

時期

加曽利 EI式期 1 (IE:l) 13 

A3 16 

加曽利 EII式期 1住 2住 A2 B 1 2 (旧） 4 6 8 12 18 19(旧）

加曽利 EIII式期

21 

加曽利 EIV式期 7 (旧）

称名寺 I式期

23 AS 

称名寺 II式期 B2 1 (新） 2 (新） 7 (帝斤） 11 15 19(帝ifr) 21 24 

材ilノ内 I式期 22 

検出上堀の上限は中期後半、加曽利EI式期で、第 1号、第13号の 2柚の上堀が該期の構築と

推定される。出士土器は北関東系加曽利E式の系統に含まれるもので、大木Sa式（第13号）、同Sb

式（第 1号）に比定し得る資料が認められる。この時期、当地域が北関東系大木式の影孵―ドに在っ

た状況をよく示している。 Ell式期には 9址構築されている。 Em式期は激減する。第23号上堀

のみ該期の上器を出卜しているが、 EIV式l淋枠を共伴しており、 Em式から EIV式への移行期の

構築の可能性がイjる。 EIV式期は、第 7号十堀（旧） 1枯である。後期初頭、称名抒 I式期の追

構は今く検出されていない。 AS号と第23号十翡覧の 2柚が該期の土器を少罰出J:したが、遺物の

主体が称名寺II式である中から、ともに称名寿II式期、遡っても I式から II式への移行期の構築

と推虻される。 II式期には 9拭構築され、遺構数は加柑利EII式期と並ぶ。堀ノ内 I式期は第22

号七堀のみであった。

0月！没谷について

東J干の緩斜面から谷筋へ落ち込む部分を検出したが、その深さ、幅等は確認出来なかった。し

かし形成された遺物包含層中より、前期黒浜式～後期堀ノ内式に辛る lー：器が出J.したことから、

その時期間l、連続或いは断続的に流水が作川していたと思われる。この流路の存在が小台遺跡の

集落のl)'j長に密接に関連していた事は確かであろう。

OW: 落の概要と、その時期的変遷

集落は、埋没谷を西限として、東側の微高地状の平坦地に所在していたものと思われる。昭和

54年 (1979)、今同の調査区の南方、現在の南大通り線部分で第 2次発掘調査が実施された際、
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加曽利EII式期～称名寺II式期にわたる住居跡が14軒検出されている。この周辺に集落の中心が

存在していた可能性がかなり高い。今回検出された土堀群の時期は、住居の存続時期とほぼ対応

しており、この集落の一部と考えて良いだろう。住居域と施設域が区別されていたことが推定で

きる。また、第 5次発掘調査で住居域と施設域の間になる地域に小支流が確認されている事から、

自然地形を境界とした可能性も有る。

集落の上限は現状では未確認だが、今回の遺構上限である加曽利EI式期には、既に集落が形

成されていたであろう。加曽利EII式期には士城の数は増加し、これに近接して住居も構築され

ている。第 2次調査で同期の住居跡が確認された事を考えると、当時の住居域の一部はこの地域

まで及ぶ事が分かる。遺物にも曽利式、大木式等、北関東、南関東～信州等の影響が多く認めら

れ、集落基盤が安定していたと思われる。しかし、続く Elli式期-EN式期の土堀は 2話に減少

し、住居は（現時点では）第 2次発掘調査時検出の柄鎧形住居跡が北限である。称名寺 I式期に

至っては、今回の調査では遺構は全く検出されず、土堀群も第 2次発掘調査地点付・近の確認に留

まる。これに対し、 II式期には、加曽利EII式期の遺構確認範囲をほぼ同復し、第7号上堀（新）

の様に、加曽利EII式期の土堀跡を利用した上堀の再構築も見られる。但し、その分布状態は全

体的にやや西側（埋没谷に近接した位僅）に移動しており、 B2号士堀や、今回唯一の堀ノ内 I

式期の遺構である第22号士堀の様に、埋没谷に堆積した遺物包含層上に構築された状況も確認さ

れている。また、近接する該期の住居は確認されず、加曽利EII式期の状況とは、やや異なって

いる。遺構の減少した加曽利Elli式期～称名寺 I式期に、それまでの流路が洪水時のt砂の流入

等によって埋没し、これを避けて、土堀群の位置を移動、再構築したと推定できる。そして称名

寺II式期末には、流路が西側へ変化したことによって、該期の遺構が再びこの地域に構築された

とも仮定できるだろう。住店跡の位置は殆ど変化していないため、居{t域は、流水等の外部より

の影瞥の比較的少ない地域に定め、上堀群等の比較的構築の容易な施設域は、環境の変化に応じ

て移動・構築したと考えられる。

0今後の課題

集落中心部の確認、が重要だが、近年の区画整理事業により周辺地域が削平されてしまっている。

南大通り線以南の確忍はかなり困難となったが、今回の調査区以東、南大通り線以北の地域には、

余り削平されていない節所も多く、遺跡の確忍される可能性が高い。調査の継続による遺跡の様

相の把握は今後の課題である。また、坪没谷に形成された遺物包含崩より出上した削期黒浜式～

後期堀ノ内式の上器は、流路のL流或いは沿岸に各時期の集落が存在する可能性を示している。

これまでも加曽利E式期以前の集落は未確忍であり、その確認は、深谷市の縄文時代遺跡の動態

を知るtでも菫要である。周辺遺跡の調査でも留意すべき課題である。

箪者の浅学の故、多々問題点を残しながらの報告書刊行となってしまった。報文中の至らぬ点

について末筆ながらご容赦を乞い、合わせて今後の御指導• 御鞭撻をお願いする次第である。
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写真図版 1

調査区全景（調査前）（北東より）

調杏区全尿（調査終了後）（同上、南半部）

調査区全娯（同上）（同上•北半部）



写真図版 2

A区全景（西より）

↓ 

B区全扱（北西より）

．
 第 1号住居炉跡（及びAl号土城）

第 2号住居炉跡

B 1号土堀 B2号土堀



写真図版3

第2号土撰 第 3号土壊

第4号土撰 第5号土壊 第 6号土墳

第 7号土堀 第8号土塙 第9号土撰

第10号土堀 第11号土檄 第12号土城



写真図版4

第13号土壊

第16号土壌

第14号土壊（手前）

第17号土堀

第19号土堀 （左上）

第22号土堀（左下）

第15号土凛

第18号土凛

第20号 • 第21号土堀 （上）



写真図版 5

第23号土模

第24号•第25号土墳

第 1トレンチ（奥に第4トレンチ） 第 2トレンチ 第 3トレンチ



写真図版6

第6号土壊遺物出土状態 第12号土横迫物出土状態

第13号土壊遺物出土状態 第20号土壊

第 1号住居炉跡石倣出土状態（左上）

第2トレンチ 土製石飾出土状態（中上）

石鏃出土状態（左下）

石錐出土状態（中下）

第 3トレンチ 石illl出土状態(」:)



写真図版7
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確認調査時山上上器



写真図版8

確認調査時出土土器及び石器



写真図版9

第 1号住居炉跡出土土器



写真図版10

Bl号土堀出土士器

B2号土堀出土土器（内）

〉

,
Î
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写真図版11
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写真図版12
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B区出土土器



写真図版13
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土城山土」：器(1)



写真図版14

土城出土士器(2)



写真図版15
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土堀出土」冴郎(3)



写真図版16
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土堀出土土器(4)



写真図版17
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トレンチIII七I渇．器(l)



写真図版18
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トレンチ出土土器(2)



写真図版19
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トレンチ出 I・.し器(3)



写真図版20
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写真図版21
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"~ 表採土器(2)
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倒木痕出土土器



写真図版22
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赤色途彩土器



写真図版23
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逍構出土石器（表 ・斑）

▲
一

; • 
トレンチ出土石器（表 ・裏）



写真図版24

A区出土石器（表・裏）

トレンチ出土石器

B区出土石器（表 ・裏）



写真図版25
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写真図版26

トレンチ出土石器



写真図版27

トレ ソチ出土石器

II 

ー
表採石器



写真図版28

表採石器

倒木痕出土石器
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